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　学校のろうかを歩くわたしが片かた手てに持つのは、早起きをして作ったお弁べん当とう。

　よく知らない人のために、わたしがわざわざ手作りをした。

　そのよく知らない人に「お弁べん当とう、食べてください」って、これからいわなきゃいけない。

　こういうことをしていると、わたしって実は不ふ幸こう体たい質しつなんじゃないのかな……とつくづく思う。

　すると、目の前のよく知らない──うちの中学の二年生、田た中なか勇ゆう気きさんという人は、とまどったような笑えみをうかべてからうなずく。

「はい。じゃあ、このへんで食べようか」

　田た中なか先せん輩ぱいといっしょに中庭へむかうあいだ、わたしは先せん輩ぱいの横顔をちらりと見て思った。

　彼かれがどちらかといえば、そぼくな雰ふん囲い気きの人でよかったなあ。

　もし、田た中なか先せん輩ぱいがものすごくイケメンだったら、こんなところを見た女子にからまれていろいろとめんどうだったんだろうな。

　本当にイケメンじゃなくてよかった。

　でも、もちろんそんな失しつ礼れいなこと、口には出せない。

　田た中なか先せん輩ぱいにも失しつ礼れいだし、〈彼かの女じょ〉にも失しつ礼れいだ。




　満まん開かいのあじさいにいろどられた中庭で、運よく空あいていたベンチにすわる。

　梅雨つゆの晴れ間は、太陽の光がありがたいどころかむしろ暑いくらい。

　ふう、あとはお弁べん当とうを食べてもらえば、晴れてミッション終しゅう了りょう。

　そんなことを考えていると、彼かの女じょがいった。

【なんだかずいぶんとスペースが空あいていませんか？】

　見れば、わたしと田た中なか先せん輩ぱいのあいだには大人の男だん性せい一人が入れそうなスペースがある。

【もうちょっと近づいてくれません？　むしろくっついてくれてもいいんですよ。わたしがゆるします】

「え？　いや、それはちょっと」

　わたしがそう答えると、田た中なか先せん輩ぱいはきょとんとした顔をした。
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　あわててわたしは説せつ明めいをする。

「ああ、えっと、三み原はら先せん輩ぱいがですね、田た中なか先せん輩ぱいにもっと近づきたいというのですよ」

「かまわないよ」

　即そく答とうされた。

【ですって！　近づいてくれません？】

　三み原はら先せん輩ぱいはうれしそうにそういってくる。

　えー。わたしは本当にただの無む関かん係けいな人間なんですけどー。

　あなたのかわりにお弁べん当とうを作ったんだから、ゆるしてくださいよー。

　そう反はん論ろんをしようとすると。

【おねがいします。ここで心こころ残のこりがあると成じょう仏ぶつできないかもしれませんよ？】

「……わかりました」

　わたしは三み原はら先せん輩ぱいの言葉にあっさりとしたがい、少ーしだけ田た中なか先せん輩ぱいに近づく。

　それから田た中なか先せん輩ぱいにバレないように、小さくため息。

　これもすべては、彼かの女じょの成じょう仏ぶつのため。

「三み原はらは元気そう？　あ、亡なくなったのに元気そうっていうのも変へんなんだけど……」

　田た中なか先せん輩ぱいはそこまでいうとうつむいた。

【元気だよ、田た中なかくん！　わたし、生前は病弱で学校を休みがちだったけど、幽ゆう霊れいになったとたんにエネルギーがわいてくるの！】

　脳のう内ないにキンキンとひびきわたる三み原はら先せん輩ぱいのかん高い声。

　そんなに元気なら、勝手に成じょう仏ぶつしてくれよ。

「元気だそうですよ。今朝けさ、わたしと一いっ緒しょにお弁べん当とうも作ったわけですし」

「そうだったね。じゃあ、おどろいただろ。三み原はらの料りょう理り、独どく創そう的てきだから」

　田た中なか先せん輩ぱいはそういって笑わらう。

　物はいいようだな、と思った。




　わたしは今朝けさ、田た中なか先せん輩ぱいの彼かの女じょである三み原はら先せん輩ぱいの指し示じどおりにお弁べん当とうを作った。

　たまご焼やき、タコさんウィンナー、ミニハンバーグ、ポテトサラダにおにぎりという気合いの入ったラインナップ。

　三み原はら先せん輩ぱいの最さい後ごのねがいが【彼かれ氏しだった田た中なかくんに、もう一度だけお弁べん当とうを食べさせたい】というものだったから、料りょう理り上じょう手ずなんだなあと勝手に思っていたんだ。

　だけど、それは大おお間ま違ちがいだった。

　とにかく、料りょう理りが独どく創そう的てき。

　悪くいえば、材ざい料りょうをムダにしているとしか思えない料りょう理りの指し示じだった。

　まずは、たまご焼やきにたっぷりのさとう。

　あれは大さじ５杯はいは入ったね。

　それが一人分のたまご焼やきだよ？

　しかも、その甘あまいたまごの液えきにはお酢すとケチャップとマヨネーズも入った。

　きわめつけに練れん乳にゅうがぶちゅ───と大さじ３。

　練れん乳にゅうもイチゴやパンケーキにかけられることはあっても、まさかたまご焼やきに大たい量りょう投入されるだなんて想定外だっただろうな。

　さすがに最さい初しょはわたしの聞き間ま違ちがいかと思ったけれど、そんなことはなかった。

　三み原はら先せん輩ぱいは【えっ？　これぐらいふつうですよね】と、あっけらかんと答えていた。

　ふつうじゃねえ。

　さらにミニハンバーグには、なんのかくし味なのかイチゴジャムがたっぷり。

　ポテトサラダにいたっては、マヨネーズ少なめ、あんこたっぷり。

　思わずわたしが「これはちょっと」と口をはさむと、三み原はら先せん輩ぱいはうれしそうにいった。

【田た中なかくん、甘あま党とうなの】

　いや、甘あま党とうだからってふつうの食事にさとうとか練れん乳にゅうとかを山ほど入れてほしいわけじゃない。

　甘あま党とうなめんな！

　……なんて反はん論ろんしても厄やっ介かいなだけなので、わたしはその激げき甘あまで激げきマズ弁べん当とうを指し示じどおりに作り終え、今にいたる。




「ああ、ひさしぶりだな」

　田た中なか先せん輩ぱいは、お弁べん当とう箱ばこのふたを開けたとたん、ただでさえ細い目をさらに細めた。

　そして、果か敢かんにも「いただきます」と手を合わせ、たまご焼やきにはしをのばす。

　わたしはその様子をひやひやしながら見守る。

『こんなもの食えるか！』と、はき出されたらどうしよう。

　それぐらいいわれてもおかしくないんだよね。

　だって作り終えたあと味見させられたから……。

　そのあとはしばらくトイレと友だちになるはめになった。

　だけど、田た中なか先せん輩ぱいはたまご焼やきを食べ終えると、大きくうなずいてこういった。

「うん。あいかわらず、甘あまいよね。しかもこげてもいないのに苦にがみもある」

　そうやって、ミニハンバーグにもポテトサラダにも、すべてに肯こう定てい的てきな感想をいってのけ、結けっ果か的てきにすべてをきれいにたいらげた。

　すごい……。
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　あんなマズい料りょう理りを完かん食しょくするだなんて、わたしには無む理りだ。尊そん敬けいする。

　そして田た中なか先せん輩ぱいは、わたしにむかってこういった。

「三み原はらさん、おいしかったよ。ありがとう」

【田た中なかくん！】

　その声とともに、わたしの体がふっと軽くなる。

　目の前には華きゃ奢しゃできれいな女子が立っていた。

「かすみちゃん!?」

　田た中なか先せん輩ぱいが目を見開いて、とつぜんあらわれた女子を見つめた。

　女子──三み原はらかすみ先せん輩ぱいは、にっこり笑わらっていう。

[image: ]

「ありがとう、食べてくれて。本当に、ありがとう」

「いいんだよ。だって、かすみちゃんはおれの彼かの女じょだから！」

「うん。わたしも、大だい好すきだったよ」

　そういってから、わたしのほうを見る。

「いろいろとお世話になりました。天あま国くにさん。いい人にとり憑つけてよかった」

「いえいえ。どーいたしまして」

「じゃあ、そろそろ逝いきます。思い残のこすこともないしね」

　そういった三み原はら先せん輩ぱいの体が、どんどん透とう明めいになっていく。

「かすみちゃん、ずっと忘わすれないから！」

「うれしいけど、わたしのことは忘わすれて。田た中なかくんは、精せい一いっ杯ぱい、青春してね」

　やさしく微笑ほほえむと、そのすがたはほぼ透とう明めいになり、きらりと一いっ瞬しゅん七色に光って消えた。

　わたしと田た中なか先せん輩ぱいは空をながめながら、だまりこんだ。

　ふと先せん輩ぱいの横顔を見ると、目め頭がしらをおさえていたので、わたしはそっと立ち上がる。

　そして、しずかに校こう舎しゃへ戻もどった。




　急いで購こう買ばいへ行くと、わたしは焼やきそばパンを買い、それから自じ動どう販はん売ばい機きでお茶を購こう入にゅう。

　いつもならイチゴミルク一いっ択たくなんだけれど。

　今朝けさは甘あまったるくてマズいものを味見させられたから、さっぱりしたものが飲みたい気分なんだよね。

　焼やきそばパンだけだとたりないかな、とも思ったけれど、今は憑つかれていないのだから、これぐらいでたりるんだ。

　わたしはそう自分にいい聞かせつつ、ろうかのつきあたりに移い動どうした。

　ここは、紙パックの自じ動どう販はん売ばい機きが一台と企き業ぎょうのロゴの入った安っぽいベンチ、それからゴミ箱がある、ちょっとした休きゅう憩けいスペース。

　ただ、どうも建たて物ものの構こう造ぞうのせいか一日中、うす暗い。

　もしここが外なら、キノコとか生えてきてもおかしくないくらいに。

　くわえて教室からも少しはなれているせいで、わざわざ歩いてここまで飲み物を買いにくる生せい徒とはほぼ０だ。

　つまり、ここは一人になるには最さい高こうの場所ということ。

　中学に入学して二週間でそれを知って、今やここはわたしのテリトリーとなっていた。

　しずかな空間で、ガサガサとふくろからパンをとり出す音だけがひびく。

「それにしても、入学してからとり憑つかれたの、もう五回目か……」

　わたしはそうつぶやいて、焼やきそばパンをほおばる。

　うまいな、焼やきそばパン。

　なんだか体にしみわたるなあ……。

　朝はあの激げきマズ弁べん当とうをつくるのに手間どって朝食抜ぬきなんだよね。

　それにしてもあの料りょう理りは本当に強きょう烈れつだったなあ。

　あまりあのお弁べん当とうのことを思い出すと、また気持ち悪くなりそうなのでやめた。

　それにしても、やっぱり体が軽いな。

　物ぶつ理り的てきに。

　むかしから幽ゆう霊れいにとり憑つかれやすい体たい質しつのわたしは、憑つかれるたびに幽ゆう霊れいが成じょう仏ぶつするための手伝いをしてきている。

「もうとり憑つかれるのはいやなんだけどなあ」

　わたしはそうつぶやいて、はあと大きなため息。

　遠くの方へ目をむければ、女子の集しゅう団だんが歩いていたり、男子が階かい段だんを上がっていったりするのが見えた。

　みんな楽しそうでうらやましい。

　わたしは、せめて平和な日にち常じょうが送りたいだけなんだよなあ。




　五時じ限げん目め。

　数学の授じゅ業ぎょうが自習なのをいいことに、わたしはぼんやりとまどの外を見ていた。

　視し線せんの先は、グラウンドで体育の授じゅ業ぎょうのサッカーをしている二組の男子……ではなく。

　家のある方角なのだった。

　だって家にはかわいい天使二匹ひきが待っている。

　飼かい猫ねこのツナとマヨだ。

　ツナは茶トラで、しっぽまで見事なトラ柄がらがある。

　マヨは顔だけ見れば黒くろ猫ねこなのだけれど、前足やお腹なか、しっぽには白い部分がある。

　どちらも保ほ護ご猫ねこでツナは三歳さい♂オス、マヨは二歳さい♀メス。二匹ひきとも元気いっぱいだ。

　ツナマヨと遊んだり一いっ緒しょにゴロゴロしたりすることが、わたしにとっての至し福ふくの時間。

　つまり最さい高こうのいやし。

　でも、幽ゆう霊れいにとり憑つかれているあいだは、怖こわがってしまってわたしに近づいてこない。

　二匹ひきにとって、憑つかれている時のわたしは別べつ人じんに見えているのかも。

　幽ゆう霊れいに憑つかれるだけでもいやなのに、ツナマヨが近ちか寄よってこないだなんて辛つらすぎる。

　でも、今は憑つかれていないからちがうっ！

　いっぱいなでてもふもふして、抱だっこして、猫ねこ吸すいして……。

　ああ、そうだ、ツナマヨに新しいおもちゃでも買おうかな。

　成じょう仏ぶつさせた自分へのごほうびに、猫ねこ雑ざっ貨かも買っちゃおうかな。

　そんなことを考えているだけで、自し然ぜんとほおがゆるんでくる。

　つい、「早く家に帰りたいなあ」とつぶやいた時。

「え!?　男の子の霊れい!?」

　その声に耳がぴくりと反はん応のうする。

　ななめむかいの席せきの男子が、いやな言葉を発した。

　すると、前の席せきの女子が神しん妙みょうな面おも持もちでうなずいてからいう。

「そうっ！　校内をうろついてるらしいよー」

「えー。それってここの学校の男子なんじゃないの？」

「それがさ、霊れい感かんのある先せん輩ぱいが見たんだってー。アリスの直ちょく接せつの知り合いじゃないんだけど、でも、ほかにも見た人いるらしいしー」

「おれ、そういう話はダメなんだって！　トイレ行けなくなる！　つーか、幽ゆう霊れいなんかいねーの！　その人の見み間ま違ちがい！」
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　男子がこっちが引くレベルで怖こわがっていたので、話はそこで終しゅう了りょうしてしまった。

　ビビりの男子、残ざん念ねんながら幽ゆう霊れいはいるんだよ。

　ついさっきまでわたし、憑つかれていたし……。

「えー、アリスはいると思うのになー」

　そういう前の席せきの女子、アリスの言葉にわたしは小声でつぶやく。

「見み間ま違ちがいであってほしいなあ」

　わたしはこの男子のいう、見み間ま違ちがい説せつを推おしたい。

　もし幽ゆう霊れいがいるとなると、とても困こまる。

　だって、その幽ゆう霊れいが、『なんとなく出てきちゃった！　てへ☆』というたぐいではないかぎり、そいつはなんらかの心こころ残のこりがあって、そこにいることになるからだ。

　そして心こころ残のこりがあると、わたしに憑つくんだよ！

　ついさっき成じょう仏ぶつさせたっていうのにさあ。

　また憑つかれたくないよ。

　まあ、でも幽ゆう霊れいを見たってのが本当のことだと決まったわけじゃないし。

　ただのウワサだと信しんじよう。

　わたしは自分にそういい聞かせて、また妄もう想そうの旅へと戻もどった。

　今日は放ほう課か後ごにコンビニへ寄よって、お菓か子しでも買おうかな。

　昨日きのうから両親は二人そろって海外出しゅっ張ちょう中ちゅうだから、深夜までリビングで『猫ねこ刑けい事じ』のドラマ鑑かん賞しょう会かいをしちゃおう。

　幽ゆう霊れいを成じょう仏ぶつさせたのだから、それぐらいのごほうびはあってもいい。

　ツナマヨにもスペシャル缶かんづめか、『ちゅる～ん』を買っていってあげよう。

　授業が終わり、今夜の『一人プラス二匹ひきのお疲つかれ様さまパーティー』の妄もう想そうをつづけつつ、急いで下げ駄た箱ばこに直行。

　ローファーをとり出そうとしたその瞬しゅん間かん。

　とつぜん、体がずしっと重くなる。

　この感かん覚かくは、もしかして。

「……憑ついたっぽい」

　そうつぶやいて、頭を左右に激はげしくふり、それからこういい直す。

「ううん。これはきっと疲つかれ。そう、疲つかれがどっときただけ！」

　自分にいい聞かせるようにいうと、頭の中に声がひびいてくる。

【えっ！　幽ゆう霊れいを成じょう仏ぶつさせてくれるのって、女子!?】

　おどろいたようなガッカリしたようなその声は、わたしのものではない。

　大人でもなく子どもでもない、中学生くらいの男子の声だ。

　そこでわたしは確かく信しんする。

　これは疲つかれなんかじゃなくて、憑つかれ。

　……うまいこといったなんて思ってない。
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【あれ？　なんでこれ出られないんだ!?】

　憑ついた幽ゆう霊れいがとまどっている。

「そりゃあ、一度波長が合ってとり憑ついた幽ゆう霊れいは、成じょう仏ぶつするか別べつのとり憑つく人を見つけなきゃ出られないんだもん」

【なんだそれ！　おれはあんたにとり憑ついた覚おぼえはない！】

「事実、こうしてわたしにとり憑ついているわけだけど」

【おれはとり憑つきたくてとり憑ついたんじゃない！　ほかに方ほう法ほうはないのか？　今すぐにここから出る方ほう法ほうを教えてくれ！　知ってるんだろ？】

「ちょっとちょっと！　一気に質しつ問もんしないで落ち着いてよ」

　声が予想以い上じょうに大きくなってしまい、気づけばわたしは周しゅう囲いの冷つめたい視し線せんをあびていた。

　とり憑ついた幽ゆう霊れいの声はわたしにしか聞こえない。

　だから、はたからは『一人で大声で話しているおかしな人』にしか見えないわけで。

　わたしは下げ駄た箱ばこからにげるように走り出す。

【どこ行くんだよ！】

「とりあえずわたし自身を落ち着かせるの！」

　ささやくようにいってたどり着いたのは、ろうかのすみ。

　いつ来てもうす暗い休きゅう憩けいスペースだ。

　わたしはイチゴミルクを買って、一口飲んでからため息をつく。

【あんた一体、なんなんだよ。ってゆーか、ここから出る方ほう法ほうを教えてくれればもう用はない】

「人にとり憑ついておいて、なんでそんなに上から目線なの？」

【だからおれは、あんたにとり憑ついた覚おぼえなんかないんだって！】

「でも……。まあ、いいや。いろいろと説せつ明めいするからあなた、そうだ、まずは自じ己こ紹しょう介かいしてくれない？」

　わたしの言葉に幽ゆう霊れいがとつぜん、おとなしくなった。

　幽ゆう霊れいに「まずは自じ己こ紹しょう介かい」ってのも変へんか。

　わたしはそう考えていう。

「わたしは天あま国くに玲れい香か。ここ三み途とノの川かわ中学校の一年生。小学生のころから幽ゆう霊れいにとり憑つかれやすい体たい質しつで、いろいろな霊れいにとり憑つかれて、そのたびに成じょう仏ぶつを手て伝つだってきたの」

【とり憑つかれやすい体たい質しつのわりには、おれが近づいても見えてなかったみたいだけど】

「うん。だって、わたしにはいわゆる霊れい感かんってやつはないから幽ゆう霊れいは見えないの。幽ゆう霊れいが近くにいても『なんか寒気がするかも』って思うぐらい」

【マジかよ。そんなの生きてたころのおれだって感じそうなレベルだな】

「ああ、でも」

　わたしはイチゴミルクを一口飲んで、続つづける。

「幽ゆう霊れいが成じょう仏ぶつして、わたしの体からはなれてあの世へ行くまでの少しのあいだだけ、すがたが見えるよ」

【なんだその限げん定てい的てきな見え方……】

「だから前に、ずっと男の子だと思ってた幽ゆう霊れいが、ハスキーボイスのボクっ娘この女子だったこともあったなあ。あれはおどろいた」

【あんたさ、ミョーに幽ゆう霊れいに慣なれてるところが気味悪いな……】

「人に憑ついてるほうが気味悪いけどね」

【まさか好すきでとり憑つかれてんの？　それともドＭエム？】

「は？　なんで？　好すきでもドＭエムでもないけど」

　わたしが反はん論ろんすると、幽ゆう霊れいはやけに楽しそうに笑わらいながらいう。

【だってこの学校、幽ゆう霊れいかなり多いよ？】

「……それは、実はわたしも入学後に知ったのよ。むかしここは病院だったらしいから、その名残なごりで幽ゆう霊れいが集まりやすいんでしょ。今でも心しん霊れいマニアの裏うらスポットらしいし」

　わたしはそこまで一気にしゃべると、大きな大きなため息をつく。

　事前にそれを知っていたら、むかしからこの体たい質しつを知っている両親に理由を説せつ明めいすることで、引ひっ越こしができたかもしれない。

　こんなに幽ゆう霊れいがうじゃうじゃいるような中学じゃなく、もっと平和な中学ですごせた可か能のう性せいもあった。

　まあ、学校内に幽ゆう霊れいがいなくても、近くに墓ぼ地ちなんかがあれば、登下校中に憑つかれるかもしれないんだけどね。

【あちこちさまよってたら、親切な幽ゆう霊れいが、この学校にいる生せい徒とが幽ゆう霊れいの心こころ残のこりをなくす手て伝つだいをしてくれる、って教えてくれたんだ】

「やだ、ウワサになってるんだ……。べつに親切心でやってるわけじゃないんだよ」

【おれはこんなフツーの女子だとは思わなかったんだよ！　そのウワサ、どうせうそだろ？】

「本当だよ。ってゆーか、成じょう仏ぶつさせるのってすごいパワーとか技わざとかでできると思ってたの？　だっさーい」

　わたしは大げさなくらいに、ぷっと吹ふき出だしていやな感じに笑わらってみせる。

　これで怒おこって『おれはべつのやつに憑つく！』とかいって、出ていったりしないかなあ。

　男の幽ゆう霊れいっていやなんだよね。

　だって、とり憑ついた幽ゆう霊れいはわたしと五感を共きょう有ゆうすることになる。

　つまり、着がえる時もトイレもお風ふ呂ろも、ぜーんぶ丸見えなんだよね。

　だから男の幽ゆう霊れいは、とにかく最さい短たんで成じょう仏ぶつさせるしかない。

　今まで、とり憑ついた幽ゆう霊れいが成じょう仏ぶつせずに出ていったことはある。

　別べつのとり憑つける人を見つけて出ていった。

　ただ、それも過か去こにたった一度のレアケースだけれど。

　こいつも、ほかにとり憑つける人を見つけてそっちにいかないかなあ。

　せっかく、今日のお昼に成じょう仏ぶつさせたばかりなのに……。

　そんなことを考えて、ふと気づく。

　あれ？　なんかおとなしい？　ひょっとして出ていった？

　いや、でも体が軽くならないな。

　だけど、出ていこうとがんばってるとか？

　そんな期待をした時。

【じゃあ、もうあんたにたのむしかないか】

「は？　なにを？」

【成じょう仏ぶつさせるのは力とか技わざじゃないんだろ？　あんたでもできるんだろ？】

「いや、実はね、力とか技わざなの。霊れい力りょくとか、ごおおって光るようなパワーがないとできないから、わたしじゃなんもできないんだよー」

　わたしは必死でうそをついてみるけれど、頭の中にひびく声はやけにおだやか。

【おれ、家族にお別わかれをいいたいんだ。いや天てん国ごくに行く前に、顔だけでも見たいんだ……】

　こいつ、聞いてねえな。

「じゃあ、君の家、行こうよー。今すぐ行こう！」

【それが……おれ、記き憶おくがない】

「え？　死んだ時の？」

【死んだ時をふくめて家族の記き憶おくも、自分の名前も年ねん齢れいも思い出せない】

　うっわ。なにそれ最さい悪あくじゃん。

　時間がかかりそうだなあ……。

【だけど、家族がいたとは思うんだ。だから、最さい後ごに自分のことを思い出して、家族に別わかれをいいたい。それがおれの心こころ残のこり】

「でも、わたしが力になれるかどうか」

【たよれるのはあんたしかいないんだよ……。たのむ】

　真しん剣けんな声のあと、幽ゆう霊れいがこうつけくわえた。

【とり憑ついてる状じょう態たいだから見えないと思うけど、おれ、今、全力で土ど下げ座ざしてるからな？】

「その説せつ明めいいらないから。むしろうそくさいから」

　わたしはそういうと、しばらく考えて、それから残のこりのイチゴミルクを一気に飲みほす。

「まあ……。めんどうだけど、しょーがないか。わかった。やるよ」

【よし。天あま国くに玲れい香か、おれが成じょう仏ぶつできるようにしっかりやれよ！】

「四十秒で成じょう仏ぶつさせてやる……」




　そうはいっても、四十秒で成じょう仏ぶつさせたことなんて今までないし、しかもこの幽ゆう霊れいは生前の記き憶おくがない。

　四十秒どころか、四か月はかかりそうな案あん件けんだよなあ。

　でも、さすがに四か月もかけたくないな……。

　そんなに長いあいだ、こんなえらそうな男子とすごすだなんて考えられない！

　絶ぜっ対たいに最さい短たんで成じょう仏ぶつさせてやる。

　今までたくさんの幽ゆう霊れいを成じょう仏ぶつさせてきたんだもん。

　記き憶おくぐらいささっととり戻もどしてやるよ！

　わたしは小走りで家に帰った。
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　家に帰ると着がえる前に、ツナマヨにごはんをあげ、猫ねこ用ようトイレを掃そう除じ。

　マヨはビー玉みたいなまん丸の目でこちらを見ている。

　ツナは部屋中を鼻息をあらくしながら、あちこちかけ回っていた。

【あんたの家の猫ねこ、一匹ぴきは落ち着きないし、もう一匹ぴきはめっちゃあんたのこと見てるな】

「それは二匹ひきがたぶん、わたしが憑つかれていることを察さっ知ちしているからだと思う」

【え、なに？　猫ねこはおれが見えるの？】

「そうかもね。憑つかれてる時は二匹ひきともわたしに近づいてこなくなっちゃうの……」

【へー。猫ねこのほうが有ゆう能のうだな】

　その言葉を無む視しして、二匹ひきをなでようとする。

　だけど二匹ひきは、わたしが近づくとあわててにげてしまう。

　わたしの天使が……いやしが……。

　昨日きのうからツナマヨにさわっていないので、いやし不ぶ足そくでぐったりしつつ、リビングでスマホをいじる。

　スマホで最さい近きんこのあたりで起きた事じ件けんや事じ故このニュースを見れば、この幽ゆう霊れいのことがなにかわかるかもしれない。

　そんな期待を抱だいてニュースをチェックしてみたものの、事じ故こや事じ件けんにあって死し亡ぼうした中学生くらいの男子は、ここ最さい近きんはいないようだ。

「平和だなあ。いや、いいことなんだけど」

【ってゆーか、悠ゆう長ちょうにスマホでニュースチェックなの？　儀ぎ式しきとかするんじゃないの？】

「儀ぎ式しきってなによ」

【除じょ霊れいとか、なんかあるじゃん？】

「それで出ていくんならもうやってる」

　わたしはそれだけいうと、スマホをテーブルの上において、それからキッチンへ。

　冷れい蔵ぞう庫こからアイスココアと牛ぎゅう乳にゅうをとり出し、グラスにそそぐ。

「儀ぎ式しきとか、除じょ霊れいとかで無む理りに幽ゆう霊れいを体の外に出すってのは、一いち時じ的てきなものなの」

【へーえ。でも、一いち時じ的てきでもいいんじゃねーの？】

「それで出ていく幽ゆう霊れいはほとんどいないし、出ていったとしても……」

　アイスココアを一口飲んでから、わたしは続つづける。

「恨うらみを抱いだかれつつ、またわたしに憑ついてくるのに？」

　わたしの言葉に【あんた……苦く労ろうしてんだな】と幽ゆう霊れいはもらした。

　シンクの前に立ったまま、アイスココアを飲んでいると、幽ゆう霊れいが聞いてくる。

【それでよく今まで危あぶない目にあわなかったよな。幽ゆう霊れいに体のっとられるとかさ】

「そういうのは今までにはないね。人間の体をのっとるほど力のある幽ゆう霊れいとか、そうそういないんだよ、たぶん」

【じゃあ、なんでそんなにおれを急いで成じょう仏ぶつさせたがってんの？　男だから？】

「それもあるけど……」

　わたしはため息をついて、それから続つづける。

「猫ねこたちが近ちか寄よってこないし、それに……その、食しょく欲よく旺おう盛せいになるから」

【食しょく欲よく旺おう盛せいってどれくらい？】

「朝からカツ丼どん二杯はいにお昼はパスタとパンとピザ、おやつにシュークリーム二個こ、ショートケーキとチーズケーキ一切れずつ、晩ばんごはんはカレーライス大盛もりにカップラーメン」

【もしかして……】

「それが昨日きのうのわたしが一日で食べたメニュー。昨日きのうも憑つかれてたから」

【食いすぎだろ！】

「なんか憑つかれるとエネルギー使うみたいなのよ。わたしだって食べたくて食べてるわけじゃないの！」

　わたしはそう叫さけんで、なんとなく頭上をにらみつける。

【そのわりにはあんた、やせてるよな】

「憑つかれてるあいだはどれだけ食べても太らないから」

【へー。それはいいな。じゃあ、どんどん食べればいいじゃん】

「いやだよ。周しゅう囲いにジロジロ見られるし、お父さんとお母さんには余よ計けいな食しょく費ひをかけさせてるし。でも授じゅ業ぎょう中ちゅうにお腹なか鳴るのはいやだしー」

【まあ、それはわからんでもないが】

「お父さんもお母さんもわたしのこの憑つかれやすい体たい質しつに理り解かいがあるから、出しゅっ張ちょうになると食しょく費ひは多めにおいていってくれるし、ふだんから憑つかれた時用のお金もくれてるの」

　わたしはそういって、冷れい蔵ぞう庫この中のサンドイッチやシュークリームに視し線せんをむけ、それに手をのばしかけてやめる。

　こいつにバクバク食べてるところを見られるの、なんかいやだな。

【両親には感かん謝しゃしないとな】

　食べたい、でも、こいつの前で食べるといろいろとからかわれそう、そんな葛かっ藤とうをしていたので幽ゆう霊れいの言葉なんぞ聞いちゃいなかった。




「それでは、『とっとと幽ゆう霊れいを追い出そう作さく戦せん』を始めたいと思います！」

　その日の夜。

　わたしはリビングでホワイトボード片かた手てにそういった。

【おい。その幽ゆう霊れいってのはここで全部、あんたの話を聞いてるぞ】

「さて、この厄やっ介かいな幽ゆう霊れいはさらに厄やっ介かいなことに記き憶おく喪そう失しつです」

【もはやだれと話してるんだよ。不ぶ気き味みだよ】

「そんなわけで、とりあえず名前をつけることにしました」

　わたしはホワイトボードにマーカーでこう書く。





命名　ごんべえ






【うーわ、だっさ！　なんだその名前！】

　幽ゆう霊れいがそういって笑わらいだした。

「『名なしの権ごん兵べ衛え』よ。知らないの？　そのほうが、だっさ！」

【知ってるからこそだっせえんだよ。安直すぎる】

「じゃあ、ポチ」

【今考えたろ。そして悪意がありすぎる！】

「全国のポチにあやまりなさい」

【全国のポチって犬だろ。人間につける名前じゃねーだろ】

　幽ゆう霊れいの言葉に、わたしはわざとらしいほどのため息をつく。

「じゃあ、名なしのほうをとって、『ななっしー』とか？」

【それに近い名前のゆるキャラいたな】
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「それもそうね。じゃあ……『キオクナシオ』でいいね」

【なんか長いし、よけいにダサい】

「えー、もう、うるさいなあ。それなら『ポックリ』とか『アーメン』とかでいいよもう」

【さっきから、何なに気げに幽ゆう霊れいディスってねーか】

「幽ゆう霊れいってゆーか、あんたのことはディスってるかな」

　わたしはそういってから、ホワイトボードを軽くたたく。

「じゃあもう、ごんべえに決定」

【そのほうが、いくらかマシだな】

「よーやく決まった」

　わたしはソファに横になり、ため息を一つ。

　かべの時計に視し線せんをむければ、時じ刻こくは午後七時近い。

　やっぱり今日中に成じょう仏ぶつさせるのは、むずかしそうだなあ。

「晩ばんごはん、どうしようかな」

【家族はいないのか】

「両親ともに昨日きのうから海外出しゅっ張ちょうで、一か月は帰ってこない」

　いつものように両親がおいていってくれた多めのお金があるから心配はない。

　あいかわらず、娘むすめにやさしいな。ありがたいな。

　そこでふと思い出してごんべえに聞く。

「ねえ、家族がいるってことはなんとなく覚おぼえてるのよね？」

【覚おぼえてるってゆーか、たぶんいるんだろうって思っただけ。年ねん齢れいから考えても】

「年ねん齢れい!?」

　わたしはがばっといきおいよく体を起こす。

「年ねん齢れいがわかるの？　ってゆーか、思い出したの!?」

【いや、すがたはかがみに映うつらないけど、自分の手とか足とかは見られるだろ。それから推すい測そくするに中学生とかそんくらいかな、って】

「ちょっと待ってよ。手足が見られるなら、なんか特とく徴ちょうないの？　ホクロとか、あざとか」

【あー、いや、ハッキリ見えるわけじゃなくて、体は透すきとおってるからそこまで細かくはわからない】

「なーんだ」

　わたしはそういうと、またソファにどさりと寝ねころぶ。

【なあ、あんた、めし食わなくていいのかよ】

「お腹なかへってないから」

　そういったとたんに、ぐーきゅるるるるという音がしずかなリビングにひびく。

【今のは……腹はらだろ】

「ち、違ちがう！　今のは、せきよ、せき」

　わたしはそういい終えると、ゲホゴホとわざとらしいせきをする。

【いや、腹はらの虫だろ。あんたに憑ついてるから空くう腹ふくの感かん覚かくもわかってるんだよ】

「……それもそうだね」

【めしを食え。あんたが動けないと、おれも動けないわけだから】

「ううーん……」

【なんなんだ。食べるところも見られたくないのか。めんどうだな】

「ってゆーか、食べるとそのあとトイレに行きたくなるわけで、それがね、また厄やっ介かいで」

　わたしはそういって、今朝けさのトイレのことを思い出す。

　目を閉とじ、耳せんをして、トイレに入ることのむずかしさよ……。

【おれは気にしないけど。生理現げん象しょうだろ】

「わたしが気にするの！　生理現げん象しょうだろ、じゃないわよ！　ばあああか！」

【なんでそこですげーキレてんだよ。キレるポイントわかんねえ。これだから女子は……】

「本当にデリカシーがないんだね。これだから男子ってきらい！」

　わたしはそういうと、そっぽをむく。

　どこをむいたって、はなれられないのはわかっているけれど。
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【なあ、もしかしてあんたって、友だちいないの？】

　次の日の一時じ限げん目めの休み時間。

　ごんべえが、そう聞いてきた。

　その口調は、遠えん慮りょがちだとか心配をしているとかではなく、完かん全ぜんにおもしろがっている雰ふん囲い気きだ。

　わたしはスマホでネットショッピング中。

　お気に入りの猫ねこ雑ざっ貨か店てんのオンラインショップに猫ねこモチーフのアクセサリーが入荷していて、見入ってしまっていた。

【反はん論ろんしないってことは、やっぱ友だちいないんだな】

　わたしは声のトーンを落として質しつ問もん返しをする。

「なんでいないと思ったの？」

【朝からだれとも口をきいてないから】

「そういう日もあるんじゃない？　仲なかいい子が休んでるとか」

【その割わりにはずいぶんと一人に慣なれてるように見えるけど】

「だまれごんべえ。それ以い上じょういうと名前を『エターナルコフィン』に変かえるからね」

【永えい遠えんの棺ひつぎ、って……。趣しゅ味み悪いな】

「わたしだって、先せん輩ぱいと話とかするし」

【幽ゆう霊れいとかその関かん係けい者しゃじゃなくて？】

　ごんべえの質しつ問もんに、わたしは「うっ」と言葉につまる。

　こいつ、するどいな。

　ごんべえのいうとおり、わたしは友だちがいないわけだけれど。

　でも、このままいい返さないのはなんかいやだ。

　どう反はん論ろんをしようかと考えていたら、前の席せきの女子が「今日の放ほう課か後にカラオケ行こうよー」と話している声が聞こえた。

　そういえば、昨日きのう、彼かの女じょはこの学校には幽ゆう霊れいがいる、といっていたっけ。

　男の子の幽ゆう霊れいを見た人がいるって。

　もしかして、ごんべえのことなんじゃないの!?

　彼かの女じょに聞けば、ごんべえのことが少しでもわかるかもしれない。

　いや、少しなんかじゃなくて、けっこうな情じょう報ほうが手に入れば、ごんべえを今日中に成じょう仏ぶつさせるのも可か能のうかも！

　これでだれかに遠えん慮りょすることのない、のびのびとした、そしてふつうの食しょく欲よくの生活が戻もどってくる！

　お風ふ呂ろやトイレや着がえを、目を閉とじてしなくてもすむ！

　なんといっても、なんといっても……。

　ツナマヨがわたしにすり寄よってきてくれるううううう！

「待っててね、ツナマヨちゃん」

　わたしはぐっとこぶしをにぎり、前の席せきの女子に勇ゆう気きを出して声をかける。

「あのー、ちょっとお聞きしたいんですが」

【クラスメイトに話しかけるっていうか、見知らぬ人に道をたずねる聞き方じゃねえか】

　ごんべえに大おお笑わらいをされつつ、わたしは彼かの女じょの肩かたを軽くたたく。

「え～！　なになに～？」

　ふりむいた女子は、バリバリのギャルだった。

　バッチリと化け粧しょうをしていて、腰こしまでとどきそうなほど長い髪かみの毛は明るめの茶色で、たぶんこれ染そめてる。

　でも、髪かみをいじる指にはネイルはしていなくて、つめの長さも短く切ってある。

　そんな彼かの女じょの名前は知らない。

　入学して二か月たつのに、クラスメイトの名前どころか顔も知らないや……。

　ってゆーか、ギャル怖こわい。

　どうしよう、今から土ど下げ座ざして「なんでもないです」っていうべきかな。

　そこでふっとうかんだのはツナマヨの顔。

　ええい、話しかけたんだからこのまま聞こう！

「あ……。あの、昨日きのう、幽ゆう霊れいを見たといってましたよね？」

「え？　ああ、男の子の幽ゆう霊れいね。ってゆーか見たのはアリスじゃないしー」

【なんだ、この校こう則そく違い反はんのかたまりみたいな女子は……】

「あ、そうなんですか」

　わたしが引き下がろうとした時、アリスが大きな声でいう。

「ねー、リエー！　ちょっと来てー！」

【すっげえでけえ声！】

　アリスの一声で、なぜだかぞろぞろと二人の女子がやってくる。

　どちらの女子も派は手でなメイクで、髪かみをしっかりとカールしていたりうっすら染そめていたりしていた。

　でも、やっぱり一番派は手でなのはアリスだけれど。

「なになにー？　アリスどしたのー？」

「リエさあ。男の子の幽ゆう霊れい見たって話、どこで聞いたんだっけー？」

「あー……。部活の先せん輩ぱいから聞いたんだけど、その先せん輩ぱいも別べつの人から聞いた話っていってた」
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「それじゃあもう情じょう報ほう源げんわからなくない？　ウケるっ」

　アリスはそういって笑わらいだす。

「でしょでしょ」「ウケるよねー！」と二人も笑わらいだす。

　なんかすごい楽しそうなんだけれど、なにがおもしろいのかわからない。

【は？　なにがそんなにおもしろいんだ？】

　ごんべえと同じ感かん覚かくなのはよいことなのか、悪いことなのか。

　複ふく雑ざつな気持ちをかかえていると、アリスがひとしきり笑わらってからいう。

「じゃあ、その先せん輩ぱいを探さがして聞いてみればわかるかもねー」

　そういい終えると、リエと呼よばれた女子に聞く。

「で、その先せん輩ぱいって何年何組ー？」

「え？　今、学校来てないよ」

「は？　なんで!?　サボり？」

「違ちがうってー。部活でケガして入院してんの」

「マジでー？　それって幽ゆう霊れいと関かん係けいあるんじゃないの？」

【あるかもなあ】

　ごんべえよ、なんでそうなるんだ。

　絶ぜっ対たいにごんべえ、この幽ゆう霊れい話ばなし、楽しんでるな……。

「そんなことよりさー。めっちゃかわいい動画見つけたんだよねー」

　リエという女子は幽ゆう霊れいの話に興きょう味みはないらしい。「えーなになに？」ともう一人の女子も動画に興きょう味み津しん々しん。

　アリスはなんだかおもしろくなさそうに、女子二人から視し線せんをそらした。

　それからわたしをじっと見てこう聞いてくる。

「もしかしてー。幽ゆう霊れい見たい？」

「いえいえ。めっそうもない……」

「ふーん。なーんだ。つまんないのー」

　アリスはそういうと「動画見せてー」と女子二人のあいだに入る。

　ポツンと一人とり残のこされたわたしは、小さくため息。

　これといった収しゅう穫かくはなし、か。

「なにこの子こ猫ねこ！　めちゃめちゃかわいい────」

　アリスをふくめた三人の楽しそうな声が聞こえた。

　うっ、子こ猫ねこの動画はちょっと気になる。

　そうこうしているうちにチャイムが鳴って、みんな席せきへ戻もどっていく。

　すると、ごんべえが鼻をふんと鳴らしていう。

【ああいうさわがしい女子より、まだあんたのほうがしずかだからマシだな】

「それはわたしがぼっちだから、話す相手がいなくておとなしいってことでは……」

【そうともいう】

　ごんべえはそれだけいって笑わらった。

　くううううう……事実だから反はん論ろんできない！




　放ほう課か後ご、自じ宅たくに直帰しようかなやんでいた。

　例れいの先せん輩ぱい以い外がいにも、ごんべえのことを見た生せい徒とがいるかもしれない。

　もしかしたら、聞きこみをすれば有力な情じょう報ほうが得えられる可か能のう性せいがあるかな、とも思ったのだけれど。

　わたしは幽ゆう霊れいとはともかく、人間とのコミュニケーション能のう力りょくはジャムのフタくらいの高さしかない。

　しかもアリスのように『自分が見たわけじゃない』という情じょう報ほうだったら役に立たないし。

　ウワサの根こん源げんをたどればいいのだろうけど、それだとかなり時間がかかりそうだな。

　そもそも、幽ゆう霊れいが見える人のほうが少しょう数すう派はなんだよね。

　だから今回の男の子の幽ゆう霊れいの話も本当かどうかあやしい。

　もし、ごんべえがその幽ゆう霊れいなんだとしたら、学校でなにをしていたんだろう。

　ごんべえは学校になにか用事があったのかなあ。

「ねえ、ごんべえは学校でなにしてたのよ」

【え？　ああ、あんたを探さがしながらうろうろしてただけだよ】

「なんだ、そういうことか」

　わたしはそうつぶやき、それならやっぱり家に帰ろうかと教室を出ようとした時。

「ねえねえ、テンゴクさん！」

　ふり返るとギャルのアリスがこちらにかけてくる。

　短くしたスカートをゆらし、わたしの前で立ち止まる。

　テンゴクじゃなく、アマクニなんです。

　そんな訂てい正せいすらできないチキンなわたし。

【なんだこいつ。香こう水すいきっついな。学校につけてくんなよ】

　ごんべえよ、お前は父親か。

「あのね、アリスが最さい近きん聞いた、学校の七なな不ふ思し議ぎの一つ、教えたげるね」

「え？　なな？」

【唐とう突とつだなあ……】

「うん。アリスが知ってるのは一つだけなんだけどね、この学校には吹すい奏そう楽がく部ぶが存そん在ざいしないの」

「へえ。そうなんですか」

「そうなの。なんでだかわかるー？」

「わからないです」

　わたしがそう答えると、アリスは「えー。つまんなーい」とほおをふくらませる。

　おもしろみのない人間でごめんなさい。

　生きててごめんなさい。

【もうさー、こんなの無む視しして帰ればいいだろ？】

　ごんべえはそういうものの、一度話しかけられて聞く態たい勢せいになってしまったのに、自分からとっとと帰るとか無む理り。

　そんな勇ゆう気きがあったら、生きやすいだろう。

　アリスは、「まあいっか」とつぶやいてから、声のトーンを落としてこういう。

「この学校の音楽室には幽ゆう霊れいが出るの。大だい失しつ恋れんをして音楽室で自じ殺さつした人の幽ゆう霊れいが、ピアノをひいてるんだってー」

「へえ、それは怖こわいですね」

　憑つかれたら厄やっ介かいそうで、別べつの意味で怖こわい。

「でしょ？　そのピアノの音を聞くと、呪のろわれるらしいよ！」

【はっ。バカバカしい！】

　ごんべえが鼻で笑わらったことにはもちろん気づかず、アリスはなぜかうれしそうに続つづける。

「呪のろいってのはねえ、いきなり五キロ体重が増ふえたり、寝ねぐせがまったく直らなくなったりして、本当に怖こわいんだからね」

【それ呪のろいか？】

　呪のろいじゃない気がする。そしてたいして怖こわくない呪のろいだなあ。

　でも、体重がいきなり五キロ増ふえるのはいやだな。

　わたしがそんなことを考えていると、アリスはカバンを肩かたにかけ直した。

「ま、そういうわけで、音楽室には近づかないほうがいいよ。じゃあね、バイバーイ」

　アリスはそれだけいってわたしに手をふると、教室を出て行った。

　わたしはこっそりごんべえに聞いてみる。

「音楽室にそんな幽ゆう霊れいいた？」

【いや、見てないな】

「幽ゆう霊れいがいうなら間ま違ちがいないね。今ウワサの幽ゆう霊れいは、ごんべえだけだよね」

【それじゃあ、おれがこの学校の七なな不ふ思し議ぎみたいだな……】

「まあ、わたしにとっては七なな不ふ思し議ぎみたいなもんだけどね」

【一いっ緒しょにされると腹はら立たつな】

「ふーん。そんなもんなんだ」

　わたしは小さくつぶやいて、下げ駄た箱ばこへ。

　ローファーを手に持って、ふと思い立つ。

　家に帰る気満まん々まんだったけど、少し寄より道みちをするかな。




「ここがこの辺へんで一番大きな公園、通つう称しょう『タコ公園』だよ。見み覚おぼえない？」

　わたしはそういって、タコの形の遊具がどーんと中央におかれている公園を見わたして、ごんべえに聞いてみる。

【いや。ないな。あんた、もしかしてここで遊びたいの？】

「そんなわけないでしょ！　いろいろな場所に行けば、ごんべえの記き憶おくをとり戻もどすきっかけになるかと思ったの」

【んなのわかってるっつーの。冗じょう談だんもつうじないのか】

「冗じょう談だんいってる場合じゃないの！　ちゃっちゃと記き憶おくをとり戻もどしなさいよ！」

　ごんべえは、わたしの言葉をスルー。

　そして、ぽつりという。

【あれ？　なんか、見たことがあるような？　ないような？】

「え？　思い出しそう？」

【もっと中に入ってみてよ】

　ごんべえの言葉に、わたしは公園の中に入る。

　子どもたちが楽しそうにはしゃいでいる中、わたしはそっと遊具に近づく。

【あのブランコ、タコの遊具のところにあるブランコ……】

　ごんべえがそういうので、わたしはタコの足のほうにあるブランコへむかった。

　ちょうどブランコにのっている子こどもはいない。

　だから心おきなくブランコに近づける。

「子どものころにのった記き憶おくとか、とり戻もどした？」

【ちょっとブランコにすわってみてくれ】

「え？　あ、でも」

【いいから。思い出せそうなんだよ】

　まじめな口調に、わたしはしかたなくブランコにすわる。

【ちょっとこいでみて】

　いわれるがままにブランコをこいでみた。

【そんなゆっくりじゃなくて、もっとちゃんと子どもみたいに遊んで！】

「わかったよ」

　わたしが大きくブランコをこぐと、ごんべえは小さく息をもらした。

「なにかわかった？」

　ブランコをこぎつつわたしが聞くと、頭の中が一いっ瞬しゅんだけ無音になる。

　それからすぐに大きな笑わらい声ごえがひびいた。

「え？　なに？」

【あんた本当、素す直なおなー】

「あ！　まさか！　思い出しそうって、うそなのか！」

　大おお笑わらいをしながらごんべえは、【途と中ちゅうでうそだって気づけよ】といってまた笑わらいだす。

　わたしがブランコをこぐのをやめると、子どもたちが遠まきにこちらを見ていた。

「あ、あ、ご、ごめんね！」

　謝しゃ罪ざいをすると、小さな女の子がにっこり笑わらってこういう。

「だいじょうぶ！　あたし、お姉さんだからゆずってあげるっ」

【あはははは。子どもに気を使われてやんのー！】

　わたしは恥はずかしくなって、走って公園を飛とび出した。

　めちゃくちゃに走ったせいでお腹なかが減へって、商しょう店てん街がいのたこ焼やき屋でたこ焼やきを購こう入にゅう。

　もうこの際さい、大食いでからかわれてもかまわない。

　わたしはお店のとなりにあるベンチにすわり、さっそく食べ始める。

　外はカリッ、中はとろっとして、ダシがよくきいていておいしい。

　タコも大きくてプリッとしている。

　うまいなあ、たこ焼やき。

　さっきごんべえにからかわれたうえ、女の子に気を使わせた申もうし訳わけなさで、どっと疲つかれていた心がいやされていく……。

【おいおいおいおい。食いすぎだ】

　ごんべえのツッコミに、ふと見れば。

　わたしのわきには空からのパックが塔とうのようにつみあがっている。

　こりゃあ二十皿は食べたなあ。

　さすがに食しょく費ひがバカにならないので、ここでやめておいた。




「今まで憑つかれた中で、ごんべえが二番目にいやな幽ゆう霊れい！」

　家に帰るなり、わたしはソファで足をじたばたさせながらいう。

【一番じゃないのか】

「だって、一番は『魔ま王おう』だし……」

【は？　魔ま王おうってなんだよ】

「高校生の男子の幽ゆう霊れいだったの。でも、ひっどい中二病でさ。自分のこと魔ま王おうの生まれ変かわりだとかいっててめちゃくちゃ厄やっ介かいだった」

【はあ？　おれはそんなやべー中二病男の次なのか】

「そりゃそうでしょ。わたしをからかうことしか楽しみがないんだし」

【まあ、そうだけど】

　みとめたよ、こいつ。

　わたしはため息をつき、テレビの電でん源げんを入れた。

【思うんだけどさ、なんでおれがこの辺へんで死んだ幽ゆう霊れいだと思うの？　もっと遠いところから来たかもしれないって思わないの？】

「え？　遠いところから来たの？」

【うーん。それはわかんねえけど、死んだはずみで魂たましいがぽーんと遠くに飛とんでいくとか、ありそうじゃね？】

「それはないなー」

　わたしはテレビの画面をぼんやりとながめながら答える。

「今までいろいろな幽ゆう霊れいにとり憑つかれてきたけど、遠くてもとなりの県だったよ。しかも幽ゆう霊れい自身に移い動どうしたとか遠くに来たっていう自じ覚かくがあったし」

【だけどおれ、記き憶おく喪そう失しつだよ？】

「それなのよー。それが厄やっ介かいなの。特とく殊しゅな例れいだから、もしかしたらすごーく遠くから瞬しゅん間かん移い動どうみたいなことをしてきた、という可か能のう性せいもあるかもね」

【じゃあ、さっきの公園に行ってもムダだったんじゃ……】

「ムダじゃないよ。公園はどこにでもあるんだし。思い出すきっかけになりさえすればいいの」

【それもそうか】

　わたしはうんうんとうなずいてクッキーをかじる。

　すると、ごんべえがとつぜん、笑わらい出す。

「なによ」

【いや、あんたの手よりもデカいサイズのクッキーをもう十枚まいは食べてるなあ、まだ食べるんだな、と思って】

　ごんべえの言葉にわたしははっとして、テーブルに置かれたクッキーのふくろを見る。
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　ついさっき開けたばかりなのにもう半分もない！

　気を抜ぬいていっぱい食べてしまった……。

　さっきたこ焼やきをあんなに食べたのに、たりなくて晩ばんごはんはお好このみ焼やきを七枚まい食べた。

　七枚まいでやめたのは、【やめろ……。なんかおれのほうが気分が悪くなる……】とごんべえに苦しそうにいわれたから。

　それで食後一時間経けい過かしたから、とクッキーを食べていたので、ごんべえはあきれて罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴あびせてくるかもしれない。

　そう思っていると、ごんべえはようやく笑わらうのをやめていった。

【このクッキー、バターたっぷりでうまいな。サクサクだし】

「『木もく星せい堂どう』はクッキーだけじゃなくて、洋よう菓が子し全ぜん般ぱん、おいしいのよ。だから、つい」

【じゃあケーキ食おうぜ、ケーキ】

「なにいってるの。人の体だと思って」

【なんだよケチ。さっきまでヤバいほど食ってたくせに】

「そんなことより、記き憶おくをとり戻もどす努ど力りょくしなさいよ」

【してるしてる】

　ごんべえはそういうけれど、これ絶ぜっ対たいにやってないな。

　言葉が非ひ常じょうに軽い。

　まあ、努ど力りょくで記き憶おくが戻もどったら苦く労ろうしないか。
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【あんた、救すくいようのないドジだな】

　次の日の放ほう課か後ご。

　わたしはごんべえにあきれられつつ、生せい徒とたちの集しゅう団だんとは正反対の方向へひたすら走っていた。

　やけに身軽なのは、文字どおり体が軽い、つまりカバンを持っていないからだ。

　うっかり教室のつくえの上においてきてしまった。

　それに気づいたのは、校門を出てから十分くらいたったところ。

「ごんべえだって気づかなかったくせに」

【おれは自分の体じゃないんだから、鈍どん感かんになるのは当とう然ぜんだろ？】

「あーもー、ああいえばこういう！　かわいくないなあ！」

【別べつにおれはかわいいなんて思ってほしくねーし】

　ごんべえのはきすてるような言葉に、わたしはイラッとする。

　そもそも、わたしがカバンをおき忘わすれるなどというドジをやらかしたのは、全部こいつが原げん因いん。

　どうしたら記き憶おくが戻もどるのか。

　そればかり考えているから。

　ごんべえは【そのうち思い出すんじゃね？】くらいのスタンスだから当てにならない。

　そりゃあ幽ゆう霊れいは時間がいっぱいあっていいよね！

　わたしは幽ゆう霊れいにとり憑つかれてばかりで、一人になれる時間がほとんどないんだから、ごんべえの記き憶おくをとり戻もどすことに必ひっ死しにだってなる。

　それにツナマヨをだっこしたり猫ねこ吸すいしたりできないと、いやしの成せい分ぶんが足りなくて情じょう緒ちょ不ふ安あん定ていになるんだよー！

　本当はごんべえが真しん剣けんにとり組んでくれれば、それが一番いいんだよ。

　でも、今この瞬しゅん間かんも【走るのおそっ】とかいって笑わらってるごんべえに、任まかせてはおけないんだよね……。

　わたしはため息をついて、それから走る速度を上げた。

　昇しょう降こう口ぐちまで戻もどってきた時、わたしはへとへとで、その場にしゃがみこんだ。

　ぜえぜえと肩かたで息をしていると、ごんべえが楽しそうにいう。

【ドジって大変だなー】

「……っさい……だま……って……ろ」

　呼こ吸きゅうがみだれてうまく反はん論ろんすらできない。

　たしかにわたしは、超ちょうが百回つきそうなほどのインドア派はではあるけれど、自分にここまで体力がないとは思わなかった。

　でも、考えてみるとわたしが体を動かすとすれば、両親が出しゅっ張ちょう中に家事をする時か体育の授じゅ業ぎょうの時くらいだからな。

　息を整えていると、どこからかピアノの音が聞こえてくる。

　音楽室のほうからだ。

　わたしはそこで、昨日きのうクラスメイトのアリスからいわれたことを思い出した。

『大だい失しつ恋れんをして音楽室で自じ殺さつした人の幽ゆう霊れいが、ピアノをひいている』

　もし幽ゆう霊れいがいたとしてもピアノをひけるはずがない。

　ふつうの人ならそう思うだろう。

　だけど、実じっ際さいに幽ゆう霊れいがピアノをひくことも可か能のうだし、だれかにとり憑ついてひかせることもできなくはない。

　ピアノの音色は、ずっと続つづいている。

　悲しい旋せん律りつは、幽ゆう霊れいの声なき叫さけびのようにも聞こえなくはないのだけれど。

【なあ、おれがあんたに今こうしてとり憑ついている時に、ほかの幽ゆう霊れいにもとり憑つかれることってあるの？】

「それって、ごんべえが憑ついているのに、同時に別べつの新たな幽ゆう霊れいにも憑つかれるかってこと？」

【そういうこと】

「それはないと思う。幽ゆう霊れいがたくさんいる所に行ったこともあるけど、一度に複ふく数すうの幽ゆう霊れいにとり憑つかれた経けい験けんはないよ」

【へー。そうなんだ。でも、なんで複ふく数すうに憑つかれないんだ？】

「うーん。相あい席せきや満まん員いん電車が好すきな人はいないでしょ？　それと同じで幽ゆう霊れいもすでに別べつの幽ゆう霊れいがとり憑ついている人間はさけるんだよ。たぶん……」

【なんか歯切れが悪いけど、まあ、大だい丈じょう夫ぶってことか】

「なにが大だい丈じょう夫ぶなの？」

【ピアノをひいているのが、本当に幽ゆう霊れいかどうか見に行こう！】

「えー、なんでー？　別べつに見に行く必ひつ要ようないよね？」

【もし幽ゆう霊れいが見えたら、そのおどろきで記き憶おくが戻もどるかもしれないのに】

「もっともらしいこといって……。ただの興きょう味み本ほん位いでしょ」

　わたしはそれだけいうと立ち上がり、教室へと急いだ。

　カバンを肩かたにかけた時、教室のドアがいきおいよく開き、女子三人がどかどかと入ってきた。

　ジャージすがたのところを見ると部活終わりだろう。

「こっわ！　マジあれ幽ゆう霊れいだって！」

　一人がそういって顔を青くする。

「やだ───わたし、見ちゃった────」

「呪のろわれるのやだああ」

　ギャーギャーさわぐ女子たちを横目に、わたしはそそくさと教室を出る。

　むかうのはもちろん昇しょう降こう口ぐち。

【なあ、やっぱり確かく認にんしておこうぜ】

「うーん。どうかなあ」

　わたしは急いで階かい段だんをおりながら続つづける。

「一度に三人の女子が幽ゆう霊れいを目もく視しで確かく認にんできるって、そうそうないと思うのよ」

【みんな霊れい感かんがあった、って可か能のう性せいが低ひくそうなのはわかる】

「もちろんその可か能のう性せいもなくはないけど、そう、低ひくいよね。霊れい感かんがあって霊れいが見える人って、学校に一人いるかいないかの割わり合あいだと思う」

【なんでそんなことがいい切れるんだよ】

「今まで、霊れい感かんがあるっていってて、本当に霊れいを認にん識しきできる子なんていなかったから」

【あんたがいうと、やけに説せっ得とく力りょくがあるな】

　ごんべえは変へんなところで感心する。

「つまり、音楽室でピアノをひいているのは、幽ゆう霊れいじゃないかもね」

【それならなおさら、音楽室に確かく認にんしに行けばいい話だろ】

「なんでよ。わたしは家に帰りたいの！」

【だって、幽ゆう霊れいじゃない可か能のう性せいが高いんだろ？　もし幽ゆう霊れいだったとしても、あんた幽ゆう霊れい退たい治じできるだろ】

「幽ゆう霊れい退たい治じじゃないよ。成じょう仏ぶつを手て伝つだわされるだけだって。あと前もいったけど、わたしには霊れい感かんはないのよ」

【霊れい感かんがなくても見えるくらいに強い霊れいっていう可か能のう性せいもあるだろ】

「そもそも行ってどーするのよ。幽ゆう霊れいだったとしても、呪のろいなんてどうせ五キロ太るだけでしょ」

【あのさ、本当にそれだけだと思う？】

　ごんべえの声のトーンが突とつ然ぜん、低ひくくなる。

「え、だってアリスがいってたじゃん」

【あんたは幽ゆう霊れいになれてるからそんなこというけど、本当に危あぶないやつだったらどーすんだよ！】

「五キロ太るとか寝ねぐせが直らないような呪のろいが危あぶないかなあ」

【入院した人もいたらしいだろ？】

「ああ。そういえばいたね。でも、それは部活で練習中のケガでしょ」

【そうかもしんねえけど、それが呪のろいの可か能のう性せいだってあるだろ？】

「そもそもさあ、ケガをした人って、実じっ際さいに幽ゆう霊れいを見たわけじゃなくて、学校に幽ゆう霊れいがいるってウワサを聞いただけでしょ。呪のろいとは関かん係けいないよ」

【そのケガと呪のろいが無む関かん係けいだって本当にいえるのか？】

「少なくともそのケガをした先せん輩ぱいは、音楽室の幽ゆう霊れいを見たわけじゃないんでしょ」

【そこだよ！　もしかしたら、ウワサを聞いたり口にしたりしただけで呪のろわれるのかもしれないだろ？】

「大だい丈じょう夫ぶだよー。わたしもアリスもその周しゅう辺へんもなにもないし」

【今なにもなくても、これからなにか起きる可か能のう性せいだってあるだろ！】

　ごんべえがやけに熱あつい。どうした。

【前はケガだったけど、次は死人が出たらどうすんだよ！】

「いや、だからさ、人が死ぬレベルの呪のろいっていうのは──」

【もういい！　話にならねえ！】

　その時だった。

　体がふわりと浮うくような感かん覚かくがする。

　気づけばわたしは自分の体を見下ろしていた。

　えっ？　なにこれ？

　わたしの体は、勝手に動いている。

　わたしの手や足を見たり、スカートをつまんだり、ほおをつねったりしていた。

【ちょっとなにこれ？】

　わたしの声は、せまいところで叫さけんだ時のように自分にはねかえってくるだけ。

　わたしの体が言葉を発する。

「なんか、入れかわったっぽいな」

　わたしの体から発せられたのは、わたしの声だった。

　でも、どこか違い和わ感かんがある。

「入れかわったっていうか、のっとり成せい功こう？」

　そういったのが、まぎれもなくごんべえだと確かく信しんできたのは、わたしが今まさにごんべえにのっとられているからなのかな。

「よし、音楽室へ行くぞー！」

　ごんべえはそういうと、くるりと方ほう向こう転てん換かんをして階かい段だんを上がり始める。

　わたしはまるで幽ゆう体たい離り脱だつをしたみたいに、わたしの体を見守ることしかできない。

　手足を動かしても、自分の体はまったく動かない。

　こんな経けい験けんは十三年の人生でも初はじめて。

　まさか幽ゆう霊れいに、しかもごんべえに体をのっとられるとは思わなかった。

　ああ、なんかくやしい！




　わたし（をのっとったごんべえ）が音楽室の前に来た時、再ふたたびピアノの演えん奏そうが始まった。

　わたしの手が意を決して、そっと音を立てないようにドアを開ける。

　ピアノの演えん奏そうが続つづいていることを確かく認にんすると、中をのぞく。

　わたしは思わず声を出しそうになって、あわてて飲みこんだ。

　……って、べつに今の状じょう態たいのわたしが声を出そうが相手には聞こえないんだろうけれど。

　でも、おどろきで心しん臓ぞうがバクバクしているのは、ごんべえも同じだった。

　心しん拍ぱくがものすごく速くなっているのがわかる。

　だってピアノを演えん奏そうしていたのは……。

　真っ黒な長い髪かみの毛けに、白い顔で口から血を流した女子生せい徒とだったからだ。

　わたしの体はあわててその場を立ち去り、階かい段だんをおりる。







[image: ]







　それから踊おどり場ばで足を止めた。

【なにあれ？】

　わたしの言葉に、ごんべえはあごに手を当てて考えこんでいる。

　わたしは、自分にとり憑ついていた幽ゆう霊れいが成じょう仏ぶつする瞬しゅん間かんだけすがたが見えるけれど。

　あんなハッキリした、そして口から血を流した幽ゆう霊れいなんかいるのかな。

　まるでオバケ屋や敷しきの作りものの幽ゆう霊れいみたいだった。

　ごんべえが一言もしゃべらないので、わたしはごんべえに話しかけようとした。

　その時、踊おどり場ばにある全身が映うつるかがみに目が留まった。

　そこには、今はごんべえがのっとっているわたしが映うつっている。

　だけどとつぜん、そのすがたが変かわっていく。

　もやもやとかがみの中がゆがんだかと思うと、すっと元に戻もどった。

　でも今、かがみに映うつっているのはわたしのすがたじゃない。

　男の子だった。

　真っ黒な短い髪かみの毛けにくりっとした大きな瞳ひとみ、日に焼やけた肌が夏休み真まっ最さい中ちゅうの小学生を連れん想そうさせる。

　背せはそんなに高くないし細い体だけれど、なんだかアイドルみたいな顔立ちだった。

　服ふく装そうはジーンズにパーカという、ふつうのかっこう。

　これ、もしかして、ごんべえ？

【ねえ、ごんべえ、かがみ見てよ】

　わたしの言葉にごんべえが「なに？」とかがみを見る。

「なんだ。ただのかがみじゃねーか」

【男の子が映うつってる。ごんべえじゃない？】

「は？　どこに？」
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【えっ？　わたしには見えるんだけど】

「それ、本当におれか？」

【だって、かがみに映うつってるのがわたしじゃなく、男の子って変へんでしょ】

「おれにはあんたのすがたが映うつってるようにしか見えないんだけど」

　かがみを凝ぎょう視しするごんべえにわたしはいう。

【じゃあ、わたしだけごんべえのすがたが見えてるのかな？】

「もしかしたらかがみの幽ゆう霊れいかもしれねーだろ」

【そうかなあ】

「それより、さっきピアノひいてたのってさ」

　ごんべえがそう切り出し、一ひと呼こ吸きゅうおいてから続つづける。

「あれ、人間じゃね？」

【ああ、やっぱりそうなんだ】

「霊れい感かんのないあんたにも見えたんだから、そもそも幽ゆう霊れいじゃないだろ」

【まあ、それもそうだね】

「冷れい静せいになって考えてみると、あれって作りものだろ。さっきはちょっとおどろいたけど。逆ぎゃくにあんたはわかんねーの？」

　ごんべえは鼻で笑わらう。

　その行こう為いにイラッとするものの、わたしも作りものっぽいというのには同意見だ。

　でも、人間だとすると、なぜそんなかっこうでピアノをひく必ひつ要ようがあるのかな。

　仮か装そうコンテストとピアノコンクールを合体させた大会でもあるとか？

　もしそんな大会があるとしたら、家で練習すればよくない？

「なーんだ。やべえやつじゃなかったのかー。あわてて損そんした」

　ごんべえがそういった時、今度は下へ下へと引ひっ張ぱられるような感かん覚かくがした。

　そして、ふと気づけば視し界かいが元に戻もどっている。

　手を動かせば自分の手が動く。

　歩けるし声も出る。

「わ、元に戻もどった！」

　わたしがそういうと、頭の中で残ざん念ねんそうなごんべえの声がする。

【なーんだ。おれののっとりも短いあいだだったなあ】

「短くていいよ、ってゆーかのっとらないでよ！」

【いやー、おれすげえな。さすがだわ】

「なんか疲つかれた……。家に帰ろ」

　わたしがぐったりしつつ、昇しょう降こう口ぐちにむかっていると。

「あれ？　テンゴクさんまだいたんだ」

　そう声をかけられてふり返った時、そこに立っていたのは……。

　ん？　だれだろう、この女子。どこかで見た気がするなあ。

　よくよく顔を見てみるとアリスだった。

「ちょっとカバンを教室に忘わすれちゃって」

「そうなんだー。けっこうドジー。それよりさ、音楽室からピアノの演えん奏そう聞こえてきたでしょ？」

「ああ、うん」

「こわくなーい？　アリス、呪のろわれるかも……」

　そういった彼かの女じょの顔は、今はすっぴんだ。

【こっちのほうが清せい楚そ系けいの美人って感じでいいんじゃね？】

　めずらしくごんべえがほめている。

　わたしは、アリスが昨日きのう見た派は手でメイクじゃないから、だれかと思ったよ。

　それにしても、今にかぎってなんで……？

　わたしはそこでピンときた。

　いおうかどうしようかなやんだけれど、そそくさと帰ろうとしている彼かの女じょの背せ中なかにこんな質しつ問もんをぶつけてみる。

「ピアノ、うまいんだね」

　アリスの華きゃ奢しゃな背せ中なかがぴくりと反はん応のうした。

　そして、彼かの女じょはこちらをふり返らずに答える。

「え？　アリス、ピアノなんかひけないけど？」

「でも、さっき音楽室でひいてたでしょ？」

「アリスじゃないってー！」

「じゃあ、今までなにをしてたの？」

「委員会とか……」

【これ絶ぜっ対たいにうそだろ】

「そっか」
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　わたしはそういって、アリスのカバンをちらりと見てから続つづける。

「ねえ、カバンから髪かみの毛けっぽいものがはみ出してるよ」

「え!?　うそ!?」

　アリスはそういうとあわててカバンを確かく認にんした。

　そしてなにもはみ出してないことに気づくと、こちらを見る。

「なんでそういううそつくのー？」

「やっぱウィッグ持ってるんだね」

「持ってるよ、ほら、放ほう課か後ごのイメチェン用のウィッグだし……」

「それならわたしに見られてあわてる必ひつ要ようないのに」

「それも……そうなんだけど……」

　アリスがそういってうつむいた。

「本当は、変へん装そうして音楽室でピアノをひいてるんだよね？」

　わたしの言葉に、アリスは力なく笑わらってから答える。

「やだなあ、もう。テンゴクさんにはバレバレかあ」

「バレバレってほどじゃないけれど」

「えー、なんでわかったの？」

「今ノーメイクで、それからいつも派は……じゃない、オシャレなのに爪つめだけは短くしてたから」

「あー。なるほどねー」

「それに、わざわざ学校の七なな不ふ思し議ぎを、しかも音楽室の幽ゆう霊れいって話をわたしにしたのは、音楽室に近づかせないためかなって」

「そう。ぜーんぶアタリ」

　アリスはそういってたんたんと話しはじめた。

「本当はね、最さい初しょは黒くろ髪かみのウィッグをつけてピアノをひくだけだったの。でも、たまたま音楽室をのぞいてきた子がアリスを幽ゆう霊れいと見み間ま違ちがえてね」

　彼かの女じょはどこか遠くを見つめるかのように宙ちゅうを見ながら続つづけた。

「それじゃあ、顔も白く塗ぬって、真っ赤な口くち紅べにで血に見せかけて、幽ゆう霊れいがひいてるってことにしようって思ったわけ」

「なんで変へん装そうなんてしたの？」

「だって、ピアノをひくのが好すきだなんてアリスに似に合あわないから」

「そうかなあ」

【まあ、そうだな。似に合あわないな】

　ごんべえの声がアリスに聞こえなくてよかった。

「アリス、ピアノがひけることは誰だれにもいってないんだ。だから本当は学校でひくつもりなんてなかったんだけどさー」

　アリスはカバンを肩かたにかけ直してから、うれしそうに続つづける。

「この学校のピアノ、立りっ派ぱだなー、ひきたいなーって思って、つい」

「じゃあ、堂どう々どうとひいてもいいのに」

「だーかーらー。キャラじゃないんだって。アリスがピアノひけるっていったら『似に合あわない』とかいわれるにきまってるし」

　どこか寂さびしそうなアリスに、わたしは力強くいう。

「そんなこと思わない」

「本当に？」

「うん。アリスの演えん奏そうを聞けば、すごいってみんな思うよ」

　わたしの言葉にアリスは照てれくさそうに笑わらう。

「うれしいけどー。でも、やっぱアリス、似に合あわないよ」

　そういってうつむくアリスに、わたしはなにもいえない。

　とってもすてきなことなのに。

　変へん装そうせずにひいたほうがいいのに。

　だけれど、『似に合あわない』とか『キャラじゃない』と思いこんでいるアリスにはなかなかとどかないんだろうな。

　ギャルっぽい派は手でな子なのに、あんなに繊せん細さいな演えん奏そうができる。

　ギャップがあっていいと思うんだけどなあ。

　わたしはふと思い出して、スマホを操そう作さする。

「ねえ、見て」

　アリスに見せたのは、一枚まいの写真。

　ツナがものすごく高くジャンプした瞬しゅん間かんを写したものだ。

　猫ねこにはジャンプ力があるけれど、ツナのジャンプは床ゆかからカーテンレールに飛とびのれるほどのパワーがある。

「え、なにこれすごーい！」

　目を輝かがやかせるアリスに、もう一枚まいの写真を見せる。

　そこに写ったツナは、豊ゆたかなボディをどーんと見せつけるかのようにあおむけで寝ねているすがた。

　つまり、ぽよぽよしたふっくら体たい型けいなのである。

　アリスが「えっ」と声を上げた。

「さっきジャンプしてたの、この子？」

「そう。一見、ツナ……この猫ねこは身軽に見えないけれど、ジャンプ力がすごいの。足のバネがいいんだと思う」

【写真で見てもでっかいなー、この猫ねこ】

「へえ、意外ー」

「かわいいでしょ？」

　わたしの言葉にアリスは大きくうなずく。

「うんうん。生で見てみたいもん」

「アリスのピアノもそうだよ」

「えっ」

「確たしかにアリスみたいな子にピアノのイメージはないのかもしれない。でもさ、そのアリスがあんなにすごい演えん奏そうをしたら……」

「みんな、おどろく、ってことー？」

「そうだよ。『わー、カッコいいー』って思うよ」

　わたしの言葉にアリスはほおを少し赤く染そめて「えへへ」と笑わらう。

「そっかな。じゃあ、今度、リエたちの前でひいてみせちゃおうかな」

「うん。それがいいよ」

　わたしは大きくうなずいたところで、ハッとする。

　いかん、ついなれなれしく「アリス」とか呼んでしまった！

　なんだか探たん偵ていになった気分で、どんどんふつうに話してしまったけれど、ウザいとか思われたかな……。

　わたしはそう思うと急に恥はずかしくなって、「それじゃあ」とだけいってその場を走り去った。




【コミュ障しょうってわけじゃないんだな】

　帰り道、とぼとぼと歩いているとごんべえがおどろいたようにいった。

「れっきとしたコミュ障しょうだよ」

【でも、さっきあいつといろいろ話してただろ】

「あれは……。むかしからそうなんだけど、人を追つい及きゅうしたり、説せっ得とくしたりする時だけは自分がコミュ障しょうだってこと忘わすれて、どんどん話せるの」

【なんだそれ】

「むかしからとり憑ついた幽ゆう霊れいに追つい及きゅうやら説せっ得とくやらして、なれてるからね。その時だけ自分でも知らないうちに無む敵てきモードが発動するらしくて」

【へー。でもずっと無む敵てきモードだとちょっとウザいな】

「わかってるけれど無む意い識しきなんだってば……」

【余よ計けいにタチが悪いな】

　ごんべえはそれだけいうと、笑わらいだした。

「でも、別べつにもうアリスとは関かかわらないから迷めい惑わくかけることもないよ」

【そうか？　なんか案あん外がい、あっちはあんたと仲なかよくなりたそうだったけどな】

　ごんべえの意外な言葉に、わたしは思わず足を止める。

　仲なかよくなれそう!?　アリスと!?

　確たしかに最さい初しょの見た目のイメージよりも、ずいぶんと気さくで話しやすい子だった。

　ツナの写真にも興きょう味みを示しめしてくれたし。

　もしかして……友だちになれるのかも……。

　そう思ったと同時に、小学生時代の出来事もよみがえってくる。

　胸むねがズキズキと痛いたむ。

　もし、仲なかよくなったとしても、あのころみたいになるのがオチ。

　わたしは大きく息をはいて、それからいう。

「もういいの！　それより早く帰ろう」

　ぐーきゅるるるる、というお腹なかの音は聞こえないふりをして歩き始めた。




「ねえ、記き憶おく戻もどらない？」

　その日の夜、冷れい蔵ぞう庫こをのぞきながら、ごんべえに聞いてみる。

【いや、戻もどらねえな】

「本当に戻もどってない？　戻もどってるのにうそついてるとかしてない？」

【なんでそんなことをする必ひつ要ようがあるんだよ】

「たまに成じょう仏ぶつしたくないって思う幽ゆう霊れいもいるからね」

　わたしは鶏とり肉にくとたまごと玉ネギ、それから長ネギを冷れい蔵ぞう庫こからとり出す。

【だって、おれの好すきなように体動かせるわけじゃねえし、ほかのだれからも認にん識しきされないのに、いてもしかたねえだろ】

「まあ、今日はわたしの体を短いあいだだけど、のっとってくれたけどね。短いあいだだけど！」

【そこ強調すんな】

　ごんべえはあきれたようなため息をついてから、【あっ】といって続つづける。

【そういや今日、かがみの中に男子がいたっていってたな。あれがおれじゃないかって】

「ああ、いったね。でも、ごんべえ信しんじてなかったよね」

【いや、あの時はほら、幽ゆう霊れいモドキを見たし、体をのっとったという興こう奮ふんとおどろきで冷れい静せいじゃなかったんだけどさ】

「なに？　気になることでもあるの？」

【もしかして、それ、おれかもしれないよな。のっとられたあんただけには、おれのすがたがかがみ越ごしに見えた、っていうならつじつまが合う】

「そうでしょ。やっぱりごんべえだよ」

【で、どういうすがただった？　顔とか身長とか、なんか情じょう報ほうはないのか】

　ごんべえの言葉に、わたしは記き憶おくをたぐり寄よせようとする。

　でもかがみ越ごしに見たごんべえの顔は、まるで頭にもやがかかったように思い出せない。

　それどころか、のっとられていた時の記き憶おく自体があいまいだった。

「えーっと……思い出せない」

【なんだよポンコツかよ！】

「うるさいなあ。なんでか知らないけど思い出せないのよ」

【じゃあ、思い出せるように、またおれがあんたの体をのっとる！】

　ごんべえはそういうと、【よしっ！】と気合いを入れた。

　わたしはまた体がのっとられるんじゃないかと思って身がまえる。

　でも、あの体がうくような感かん覚かくはとうとう来なかった。

　しばらくして、ごんべえが息を切らしながらいった。

【おかしいな……。うまくいかない……】

「そうそうのっとられてちゃたまんないよ。あれはただの偶ぐう然ぜん」

　わたしはホッとして長ネギを切り始める。

【さっきからなにしてるんだよ】

「見てわからない？　これが宿題をやってるように見える？」

【家庭科の宿題とか、なんかあるだろ！】

「はいはい」

　わたしはそれだけいうと、トントンとリズミカルに長ネギを切っていく。

【へえ】

　ごんべえが感心したような声を出す。

　両親が仕事で家を留る守すにしがちなので、わたしは小学校三年生の時から料りょう理りをしている。

　ごんべえからすれば意外かもしれないけれど。

　わたしが得とく意い気げに長ネギを切り終えたところで、ごんべえがいう。

【長ネギって青いところは使わねえのか。へえ。知らなかった】

「……そうだよ」

　水を張はったなべをコンロにかけながら答える。

　こいつにほめられるんじゃないか、って一いっ瞬しゅんでも思った自分が恥はずかしい。

　そういうやつじゃないじゃん。

　モヤッとした気持ちを料りょう理りにぶつけるかのように、わたしはキッチンでテキパキと動いた。

【いつでもそのきびんな動きと効こう率りつ的てきな作業ができればいいんだけどな】

　ごんべえの声は無む視しして、わたしは料りょう理りに集中する。

　そして、ダイニングテーブルに今日の晩ばんごはんが並ならんだ。

　親おや子こ丼どん、味み噌そ汁しる、きゅうりの浅あさ漬づけ。

　地味だけれど、わたしはこういう食事も好すきだ。

　今日はふつうサイズの丼どんぶりにしたけれど、ふだん憑つかれている時であれば親おや子こ丼どんだろうがカツ丼どんだろうが超ちょう特とく大だいラーメン丼どんぶりに盛もっている。

　でも、ごんべえにからかわれたくないという気持ちが勝まさってしまった。

　タコ公園でからかわれたから、もう平気だと思っていたけれど、からかわれることってなれるものでもないらしい。

「いただきます」と手を合わせ、はしですくう一口の量りょうも気持ち少なめ。

「ん。おいしくできた」

【おお！　うまい！　意外！】

「意外ってどういう意味よ」

【そのままの意味だ。料りょう理りとかできなさそうな雰ふん囲い気きなのに】

「雰ふん囲い気きってなに。その雰ふん囲い気き、なんかいやなんだけど」

【あんたがその雰ふん囲い気きをかもしだしてるから仕方ないだろ】

　ごんべえはそういって笑わらいだす。

「アホらし」とわたしはつぶやき、味み噌そ汁しるをすする。

【ん、味み噌そ汁しるもうまいな】

　ごんべえの言葉にほおが勝手にゆるんでいく。

【なんだよ、ドヤ顔すんなよ】

「ドヤ顔なんかしてない！」

　わたしはぴしゃりというと、丼どんぶりを口につける。

　もう、ごんべえの前で上品さなんて保たもってたら疲つかれてしかたがない。

　なんとでも思うがいい。

　おかわりだってどんどんしてやる。

　そもそもわたしが大食いだってことは、ごんべえも知っているし見ている。

　今さらなにもかくす必ひつ要ようなんかない、と思いながら親おや子こ丼どんを一気にかきこんだ。

【おいおい。そんなに急いで食うな】

「ふふふぁい」

【食べ物を口に入れたまましゃべるな。なにいってんだかわからねーよ】

　わたしはごくんと飲みこんでから、いい直す。

「ごんべえ、だまってられないの？　いちいちうるさいんだから。モテないよ、そういう男子、っていったの」

【そんなに長くしゃべってなかっただろ】

「わたしレベルになると、罵ば倒とうを省しょう略りゃくできるようになるの」

【なんだよ、わたしレベルって……。だから友だちできないんだよ】

　ごんべえの言葉をスルーして、わたしは味み噌そ汁しるを飲み干ほした。

　ふと視し線せんを感じてふりむけば、ツナマヨが開けっぱなしになっているキッチンのドアの前に、ちょこんと二匹ひきそろってすわっている。

　二匹ひきとも、わたしからかなり距きょ離りをとっているので胸むねが痛いたい。

　あーあ、家に猫ねこという天使がいるのにさわれないもどかしさ。

　それにわたしも寂さびしいし、ツナマヨにもストレスをかけているのかもしれない。

　つまりわたしにとってもツナマヨにとっても、マイナスにしかならないんだよ。

　これだから憑つかれるのって、いやなんだよね……。
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「テンゴクさぁーん」

　次の日の朝。

　教室に入るなり、うしろからそう呼よばれた。

　ふり返ると、アリスが立っていた。

　今日は化け粧しょうばっちりで、ギャルモードに戻もどっている。

　よく先生に注意されないな、とむしろ感かん心しん。

【あいかわらず、こいつ香こう水すいきっつ！】

「おはようございます」

「ウケるー！　クラスメイトなんだから敬けい語ごつかわなくてもよくなーい？」

　アリスの言葉に「そうです……そうだよね」と、ぎこちなく返してみる。

　彼かの女じょはにっこり笑わらって、こう続つづけた。

「それよりさー。昨日きのうのアレ、だまっておいてくれるよね？」

　アレってのは幽ゆう霊れいのフリをしてピアノをひいていたことだよね。

「あ、うん。大だい丈じょう夫ぶ。だれにもいうつもりないから」

【そもそも友だち一人もいないしな】

「そっかー。ありがとう」

　アリスは、またにっこり笑わらってから、唇くちびるに人ひと差さし指を当てていう。

「二人だけの秘ひ密みつね」

「あ、はい、うん」

　アリスの言葉に、わたしはなんだかうれしくなった。

　秘ひ密みつかあ。こういうのも悪くないかも……。
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　なんだか心がくすぐったいような、でもほんわりするような気持ちになっていると。

【まあ、おれも聞いてたから三人の秘ひ密みつだけどな】

　ごんべえ……あいかわらず空気読まないどころか空気をこわしにくるよね。

　わたしが複ふく雑ざつな気持ちでいると、アリスが「そうそう！」と明るくいう。

「内ない緒しょにしてくれるかわりといってはなんだけど、おもしろい話、教えたげるねー」

「なんです、なにかな？」

「七なな不ふ思し議ぎその二！　旧きゅう校こう舎しゃの男子トイレの個こ室しつからうめき声が聞こえるんだってー！」

【その二？　昨日ひとつしか知らないっていってたじゃん！　ってゆーか本当に七つもあんのかよ……】

「それは……体調不ふ良りょうかなにかなのでは」

「それがね、その個こ室しつって、昔、いじめを苦にして自じ殺さつした人の幽ゆう霊れいが出るってウワサなんだってー」

【でも、音楽室の幽ゆう霊れいの正体、こいつだっただろ】

　ごんべえはまるで信じていないようだ。

　たしかに音楽室の一いっ件けんは、アリスのしわざだったわけだけれど。

　男子トイレにアリスは入れないしなあ。

　事実、この学校には幽ゆう霊れいが多いわけだし、その手の怪かい奇き現げん象しょうが起きても不ふ思し議ぎではない。

　ただひとつ疑ぎ問もんがある。

　わたしは勇ゆう気きを出してアリスに聞いてみる。

「というか、その、七なな不ふ思し議ぎみたいな怖こわい話、好すきなの？」

「うん！　ホラー映えい画がとかね、怖こわい話とか大だい好すきなんだー！」

　そういったアリスの目はキラキラと輝かがやいている。

「テンゴクさんも好すきでしょ？」

「え、えーっと」

【幽ゆう霊れいにとり憑つかれやすいから幽ゆう霊れいなんか怖こわくもないし、なんなら今も憑つかれてるから、その手の子どもだましな話は興きょう味みないっていえばいいだろ】

　ごんべえはあっさりとそんなことをいう。

　そんなふうにいいたいことをいえたら苦く労ろうしないし、ぼっちでも寂さびしくないだろうなあ。

　だからわたしはこう答えてしまう。

「そう。興きょう味みがあるの」

【あんた本当にアホだよなー】

　ごんべえが楽しそうに笑わらう。

「そうだよねー！　それでさ、この学校の七なな不ふ思し議ぎをテンゴクさんとビシッと解かい決けつしよー！」

「え、ええ……それは……できるかなあ……」

「大だい丈じょう夫ぶ！　自じ信しん持ってこ！」

　アリスはそういって屈くっ託たくのない笑え顔がおを見せてくる。

　そんなアリスに「わたし、やっぱり関かかわりたくないです」なんていう勇ゆう気きなんか、わたしは持ち合わせていない。

　それに一いっ緒しょにやろうっていってくれてるんだから、断ことわりづらいし。

　あと……ちょっと……ううん、けっこううれしいし。

　そんなわけで、わたしは流されるままに「はい」と首をたてにふってしまった。




　お昼休み。

　わたしたちは旧きゅう校こう舎しゃ二階の男子トイレの近くにいた。

　旧きゅう校こう舎しゃはわたしたちのつかっている校こう舎しゃよりも古びていて、下げ駄た箱ばこや掲けい示じ板ばんの雰ふん囲い気きからこの三み途とノの川かわ中ちゅうの歴れき史しが見えてくるようだ。

　毎年二年生は旧きゅう校こう舎しゃをつかっているので、来年わたしたちは教室がこっちになる。

「古い建たて物ものってだけで、幽ゆう霊れいがいる可か能のう性せいが高くなるから、わたしは今まで近づかないようにしてたんだよね……」

　来年はもっと幽ゆう霊れいにとり憑つかれることがふえるのかなあ。いやだなあ。

　神かん田だ川がわさんみたいなふつうの体たい質しつだったら、こんなに悩なやむこともないのになあ。

　ちなみに神かん田だ川がわさんというのはアリスの苗みょう字じだ。

　一時じ限げん目に彼かの女じょのノートをこっそり見て確かく認にんしたから間ま違ちがいない。

　神かん田だ川がわアリスって、なんかペンネームみたいだなあ。

　まあ、そんなわけで苗みょう字じで気軽に話しかけられるわけだけれども。

「あの、神かん田だ川がわさん。男子トイレに入るのはちょっと……」

「違ちがうよー！　入らないってー！」

　神かん田だ川がわさんは体をくの字に曲げて「ウケる」と笑わらいだす。

【わけわかんねー女だなあ】

　ごんべえはあきれたようにため息をついた。

　ギャルの笑わらいのツボって謎なぞだな。

　ひとしきり笑わらったあと、神かん田だ川がわさんは神しん妙みょうな面おも持もちでいう。

「ここにね、出るのよ……」

「はあ……」

「ほら、今朝けさ話したでしょ？　うめき声が聞こえるのが、ここの男子トイレ」

「でも、男子トイレだと、わたしたちじゃたしかめようがないですよね」

「そうだけど、ここでも聞こえるかもしれないし」

　神かん田だ川がわさんはそういってスマホをいじり始める。

　彼かの女じょはすでにうめき声を待つ気満まん々まんらしく、ものすごい速度でスマホを操そう作さしてメッセージを送っていた。

【なあ、こんなやつに付つき合あうことねーよ。さっさと昼めし食おうぜ】

　ごんべえの言葉に賛さん成せいなのだけど、どうすればいいんだろう。

「お昼を食べたいし、男子トイレの幽ゆう霊れいとかべつに興きょう味みないから帰るね」とかサラッといえたら苦く労ろうはしない。

　そうはいっても、このままここにいるってわけにもいかないのだ。

　なぜなら、お腹なかが空すいているので、とにかくなにかを食べたくてしかたがないから。

　お腹なかの鳴る音を神かん田だ川がわさんに聞かれたくない。

　わたしがどういういい訳わけをしてこの場を去ろうかと考えていると。

「あっ！　ごめん。今日、寺てら田だくんとお昼食べる約やく束そくしてたんだ！」

　神かん田だ川がわさんはスマホから顔を上げてそういうと、「ごめんねー！　じゃねー！」と階かい段だんをかけおりていった。

【自分からさそっておいてなんなんだよ、あいつは……】

「まあ、これでわたしもお昼にできるから結けっ果か的てきによかったよ」

　わたしがそういって歩き出そうとしたその瞬しゅん間かん。

「うううううう」

　どこからかうめき声が聞こえてきた。

「ううう、ううううう……っく」

　男子トイレのほうからだ。

　わたしはぴたりと動きを止めてごんべえに聞く。

「聞こえるよね？　あのうめき声」

【聞こえる】

「これが例れいの男子トイレの幽ゆう霊れいなのかなあ」

【でも、やけに人間くさい声だよな】

「わたしもそう思う」

　ひとつうなずいて、わたしは男子トイレに視し線せんをむける。

　なんだ、また人間かあ。

　いや、人間であればそのほうが断だん然ぜんいいのだけれど。

「七なな不ふ思し議ぎなんてそうそうないって」

　わたしがそういって男子トイレの前からはなれようとしたその時。

　トイレから一人の男子が出てきた。

　あの人が体調不ふ良りょうだったのかな。

　たしかに顔色が悪い気がする。

　わたしが見ていることに気づいたらしく、その男子はものすごいいきおいでにげ出す。

　ろうかを走って近くの教室へと入って行った。

　そこには二年五組という札ふだがかかっている。

「やっぱり、あの人が体調不ふ良りょうだったんだよ。さあ、お昼、お昼」

　わたしがそういうと、ごんべえがポツリとつぶやく。

【なーんか気になるな】

「えっ？　なにが？」

【いや、なにとはいえないんだが……。おれの第六感ってやつがはたらくんだ】

「その第六感とやらで、なくした記き憶おくもとり戻もどしてよ……」

【それとこれとは話が別べつ】

「調子いいなあ」

【よし、もう少し見み張はろう】

「は？」

【気になるから見み張はろうっていったんだよ】

「なんでよ、人間だったじゃん。このわたしに見えたんだから幽ゆう霊れいじゃないって」

【わかんねーだろ？　人間がいただけで、まだ中には幽ゆう霊れいがいるかもしれないだろ】

「いないよー。お腹なか空すいたから戻もどるよ」

【いいのか】

　ごんべえは声を低ひくくして続つづける。

【またおれ、お前の体をのっとるかもしれないぞ】

「うっ……。それは……」

【昨夜ゆうべはできなかったけど、今はなんかできる気がする。今度は短時間じゃすまないかもな】

「おどす気？」

【のっとられたくなかったら、トイレを見み張はる。いいな？】

「わ、わかったよ……」

　わたしはそういって、トイレの見み張はりを続つづけた。

　そのあと、うめき声は一切、聞こえなかった。

　結けっ局きょく、わたしはお昼休みが終わるまでそこにいた。

　空くう腹ふくの体を抱かかえて教室に戻もどりながら思う。

　これってごんべえに体をのっとられてるようなものなのでは？




　五時じ限げん目の休み時間に、こっそりといつもの場所でおにぎりでも食べようかと席せきを立つ。

　こういう時のために、お昼ごはんとは別べつに間食用のおにぎりを持じ参さんしているんだよね。

　わたしは、そそくさと教室を出た。

　ろうかに出たところで、だれかに肩かたをたたかれる。

「テンゴクさん、さっきはごめーん！」

「神かん田だ川がわさん。いいよ、気にしないで」

「アリスがあの場所からはなれてから、なにかあった？」

【関かかわるとめんどうそうだし、なんもないってうそついとけ】

　まあ、わたしも同意見ではあるのだけれど。

【だいたい、さそっておいてすぐに抜ぬけるとかありえねー】

　わたしの体をのっとるとおどしてきて、昼休み中見み張はらせたごんべえのほうがありえない。

　それに神かん田だ川がわさんだって、本気で七なな不ふ思し議ぎを解かい明めいしようとは思っていないんだろうし。

　ここはうそでごまかしておこう。

「あ、えっと」

　わたしが口を開いたところで、神かん田だ川がわさんが先にこういった。

「その顔はなにかあった顔でしょ！」

　なんでわかるの!?

【あんた、顔に出てんじゃねえの!?】

　あ、顔に出てるのか。なるほど。

　わたしは観かん念ねんして、こういう。

「うん。うめき声を聞いたの」

【なんでいうんだよこのアホ！】

「やーっぱり！」

　神かん田だ川がわさんが、目をキラキラと宝ほう石せきみたいに輝かがやかせた。

「あ、でも、幽ゆう霊れいじゃなくて、人間だったよ」

【まだ人間だって確かく定ていしてないだろ】

　ごんべえ、往おう生じょう際ぎわが悪いなあ。

　結けっ局きょく、あの二年生男子が出て行ったあとは、うめき声どころか物音一つしなかったのに。

「えー？　そうなのー？　正体は人間だったのー」

「うん。近くの教室に入っていったよ」

「本当にその人の声だったのー？」

「そのあと、聞こえなくなったから」

　わたしの言葉に、神かん田だ川がわさんは腕うで組ぐみをしてなにやら考えこむ。

　それから、なにかを思いついたように顔を上げる。

「その男子に悪あく霊りょうがとり憑ついてるかも！」

【はあ？　なにがなんでも幽ゆう霊れいさわぎにしたいのか、こいつ】

　ごんべえも幽ゆう霊れいさわぎにしたがってるから同どう類るいだと思う。

「えーっと。どうだろうね？」

「絶ぜっ対たいにそうだよー！」

　神かん田だ川がわさんはキッパリといいきると、にっこり笑わらってこう続つづける。

「放ほう課か後ご、旧きゅう校こう舎しゃに行ってみよっ！」




　断ことわる勇ゆう気きもないまま、放ほう課か後ご、わたしは神かん田だ川がわさんとともに二年五組の教室の前にいた。

【あんたって断ことわるってことを知らないのか？】

【それともただのアホなのか？】

　などとごんべえにあきれられつつも、わたしはいい返すことはしない。

　めんどうだし、なによりも神かん田だ川がわさんに聞かれたら厄やっ介かいだ。

　それに、わたしもそれなりに楽しんではいる。

　学校の七なな不ふ思し議ぎに興きょう味みはないけれど、放ほう課か後ごに一人じゃないのが新しん鮮せんでワクワクしてしまう自分がいた。

「ねーねー。どの人ー？」

　そういって教室をのぞく神かん田だ川がわさん。

　わたしも遠えん慮りょがちに教室をのぞき、お昼休みにトイレから飛とび出してきた男子の顔を思い出す。

　けっこうイケメン系けいですらっとした体形の人だったはず。

　わたしが勇ゆう気きを出してもっと奥おくまでのぞこうとした時。

　目の前をとおりすぎた男子を見て、「あ！」と声を出してしまった。

　その男子がおどろいたようにぴたりと足を止める。

　探さがしていた男子がちょうど歩いてきたのだから、思わず声も出る。

「この人だったよね？」

　わたしはこっそりごんべえに小声で確かく認にん。

【そうだよ。覚おぼえとけよ。昼に会った人間の顔くらい】

「わたし、人の顔と名前覚おぼえるの得とく意いじゃないの」

【……つかえねーやつ】

　ごんべえに反はん論ろんしようと口を開きかけた時、神かん田だ川がわさんが首をかしげる。

「なに？　今、なにかいった？」

「えっと、おれになにか用？」

　口を挟はさんできたのはトイレから飛とび出してきた男子、名前は知らないからトイレ先せん輩ぱいと名づけよう。

　わたしはあわてて神かん田だ川がわさんに告つげる。

「この人が昼間のトイレの……」

「まじでー？」

　神かん田だ川がわさんがそういった途と端たん、トイレ先せん輩ぱいは口を開く。

「おれたち知り合いだっけ？」

「知り合いってゆーか」

　神かん田だ川がわさんはそういって腰こしに手を当て、こう続つづける。

「あなたに悪あく霊りょうがとり憑ついてるかもしれないの！」

【おい、こいつバカだろ。マジでバカだろ……】

「は？　悪あく霊りょう？」

「そう。知ってるのよ。あなたがお昼休みにトイレでうめいていたのを！」

　びしっとトイレ先せん輩ぱいを指さす神かん田だ川がわさん。

　まあ、声を聞いたのはわたしなんだけども。

　すると、トイレ先せん輩ぱいはわかりやすく動どう揺ようして、それから早口でいう。

「し、知らないなあ、そんなこと。聞き間ま違ちがいだろ」

　トイレ先せん輩ぱいはいい終えるが早いか、そそくさとろうかへ出ていく。

　神かん田だ川がわさんはそれを追いかける。

「え？　追いかけるの？」

　そんなことをいっているあいだに、神かん田だ川がわさんもトイレ先せん輩ぱいも視し界かいから消えていた。

　足速っ！
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　わたしがぽかんとしてその場に立ちつくしていると「あのー」と誰だれかに声をかけられた。

　ものすごくきれいな女子生せい徒とで、さっきの教室から出てきたところを見ると彼かの女じょも先せん輩ぱいだろうか。

「はい？」

「あなたが、天あま国くにさん？」

「そうですが」

「ウワサは聞いているわ」

　ウワサ？　なんの？

　わたしが首をかしげていると、美び人じん先せん輩ぱいは長いストレートヘアを耳にかけて、それからこういう。

「恋こいの問題を解かい決けつしてくれる一年生がいるってウワサになってるのよ、天あま国くにさん」

「えっ？」

【えー？　あんたがー？】

　ごんべえが意外だといわんばかりの声を出す。

【意外すぎるわー】

　いわんばかりの、ではなく本当にいってるし。

　というか、わたしも恋れん愛あい問題を解かい決けつした覚おぼえはないんだけれど……。

　そこでふと思い出す。

　そういえば、この前成じょう仏ぶつさせた三み原はら先せん輩ぱいとその彼かれ氏しの田た中なか先せん輩ぱいは二年生。

　そこから『恋こいの問題を解かい決けつする』ってウワサが二年生のあいだで広まってるの？

　でも田た中なか先せん輩ぱいって、そういうことをペラペラしゃべるような感じではなかったけどなあ。

　わたしがだまっていることを、どうやら肯こう定ていと受けとったらしい美び人じん先せん輩ぱいは口を開く。

「ちょっと、相談があるの」




　やっぱり断ことわれないわたしは、美び人じん先せん輩ぱい──飯いい田だ先せん輩ぱいと屋上へむかう。

　だれにも話を聞かれたくないそうだ。

　わたしたちのほかにだれもいない屋上で、模も型けいのような街まち並なみを見下ろしながら飯いい田だ先せん輩ぱいは口を開いた。

「さっきの……御手洗みたらいくんを追いかけていった、少し派は手でな雰ふん囲い気きだけれどかわいい一年生女子は、あなたのお友だち？」

　穏おだやかだけど、どこか敵てき意いがふくまれているような口調にわたしは思わず首を横にふる。

「えっと、友だち……ではないです」

「そう。あの子、御手洗みたらいくんに告こく白はくするのかしら。告こく白はくしても、彼かの女じょいるんだけどね」

「そうなんですか」

「わたしなんだけどね」

【なんなんだよ。ただののろけかよ。くだらねーな。帰ろーぜー】

　飯いい田だ先せん輩ぱいはなぜかさびしそうに微笑ほほえんで、再ふたたびフェンスのむこうに視し線せんをむけた。

　それから彼かの女じょはぽつりとつぶやく。

「わたし、最さい低ていなことをしてしまったの……」

「どういうことですか？」

「御手洗みたらいくん、今日が誕たん生じょう日びなの」

「へえ、そうなんですか」

「だから手作りのカップケーキを作るって張はり切きっていたし、御手洗みたらいくんにもそういったのよ。でも、作らなかった」

　飯いい田だ先せん輩ぱいはこう続つづける。

「正せい確かくには作れなかったの。だって、わたし、料りょう理りなんかしたことがないし、ましてやお菓か子し作りだなんて無む理り」

　飯いい田だ先せん輩ぱいは恥はずかしそうに笑わらい、それからさらに続つづける。

「でもね、御手洗みたらいくんは料りょう理り上じょう手ずなの。お弁べん当とうだっていつも自分で作ってくるぐらいに」

「お弁べん当とうですか、それはすごいですね」

「そう。わたしとは真ま逆ぎゃくなのよ」

　飯いい田だ先せん輩ぱいは小さく息をついてから続つづける。

「御手洗みたらいくんはね、『自分で作れるからこそ、人の手作りのありがたみがわかる』っていってて。だから、つい見み栄えを張はってしまったの」

「それは、どういう意味ですか？」

【なんなんだ。謎なぞ解ときみたいなしゃべり方だな】

「母が作ってくれたカップケーキを、わたしが作ったのっていっちゃったの」

　飯いい田だ先せん輩ぱいは、そういってうつむいた。

【あー。ないわー。そういう女子、おれダメだわー！】

　おめえに聞いてねーよ。

　おめえはカップケーキが作れるのか。

　そもそもごんべえは心がせまい。

　だけど、さすがにここでそれをいうと飯いい田だ先せん輩ぱいにも聞こえるのでやめておいた。

「わたしに相談というのは、そのことを御手洗みたらい先せん輩ぱいにうちあけたいということですか？」

「そうなんだけど、きらわれちゃいそうで……」

「そんなことできらいませんよ！」

「だって、去年の誕たん生じょう日びにあげたクッキーも、バレンタインにあげたブラウニーも、母の手作りをわたしが作ったっていったのよ。もう三回もうそついてる」

「数は関かん係けいありません」

【三回もうそついてんのかよ！　完全に常じょう習しゅう犯はんじゃねえかよ！】

「ごんべえはだまれ」

　思わずそういってしまい、わたしはハッとする。

　こほんとせきばらいをしてから、こういい直す。

「そんなに長く付つき合あっているなら、それできらいにはなりませんよ。ちゃんといいましょう」

「でも、おいしいおいしいって食べてくれていたのに」

「それとも、このことはだまっておいて、次は先せん輩ぱいがお菓か子しを作るとか」

　わたしの提てい案あんに、飯いい田だ先せん輩ぱいは少しだけ考えてから首を横にふる。

「ううん。ちゃんと先にあやまるわ。このモヤモヤをかかえたまま彼かれと付つき合あいたくない」

　そういった飯いい田だ先せん輩ぱいの横顔はとてもきれいで、背はい景けいの空のように透すきとおって見えた。




「あ！　テンゴクちゃーん！」

　飯いい田だ先せん輩ぱいとともに屋上から戻もどると、ろうかでバッタリと神かん田だ川がわさんに会った。

　となりにはぐったりしたような表ひょう情じょうの御手洗みたらい先せん輩ぱいもいる。

　神かん田だ川がわさんは大きな声で続つづけた。

「なんかこの先せん輩ぱいさー、悪あく霊りょうとかじゃなくてねー、彼かの女じょの作ったお菓か子しが激げきマズでトイレでリバースしてたんだってー！」

　彼かの女じょの言葉に、「ちょ！」と叫さけんだのは御手洗みたらい先せん輩ぱいだ。

「え？」

　飯いい田だ先せん輩ぱいがおどろいて足を止める。

　御手洗みたらい先せん輩ぱいは観かん念ねんしたようにこちらに来て、しぼり出すような声でいう。

「君の作ったお菓か子し……。その、おれには、ダメだったんだ」

「そうだったの？」

「だから、お昼休みに君からもらったカップケーキを食べたはいいものの、トイレにかけこんでいた、ってことをしつこく聞いてくるこの子にさっきうちあけたんだけど……」

　御手洗みたらい先せん輩ぱいは、バツが悪そうに神かん田だ川がわさんを見る。

「あー。彼かの女じょってこの人だったんだ！　ごっめーん！　知らなくて、つい」

　神かん田だ川がわさんはようやく状じょう況きょうを理り解かいしたらしい。

【こいつ、ぜんぜん悪いと思ってないだろ】

「まあ、でも、飯いい田だ先せん輩ぱいが本当のことを話すきっかけにはなるんじゃない？」

　わたしが小声でいうそばで、御手洗みたらい先せん輩ぱいは「ごめん」と何度もあやまっている。

　飯いい田だ先せん輩ぱいは首を左右にふってから口を開く。

「いいの。だってあれは……本当はね、わたしが作ったんじゃなくて、わたしの母が作ったものなのよ。わたしのほうこそ、うそをついててごめんね」

「え？　飯いい田だのお母さんが？」

「うん。わたしね、お菓か子し作りもそうだし、料りょう理りとか作るのすごく苦手なの。でも、それを知ったら御手洗みたらいくんにきらわれちゃうんじゃないかなって、不ふ安あんで……」

　飯いい田だ先せん輩ぱいが辛つらそうにいうと、御手洗みたらい先せん輩ぱいはおどろいたように彼かの女じょを見た。

　そして目をふせ、すぐに笑え顔がおになって飯いい田だ先せん輩ぱいの手をぎゅっとにぎりしめる。

「そんなことはどうでもいい！　おれは飯いい田だが好すきだから！」

「こんなわたしでもいいの？」

「なにいってるんだよ。それはおれのセリフだよ」

　御手洗みたらい先せん輩ぱいと飯いい田だ先せん輩ぱいはそれからだまって見つめ合う。

　完かん全ぜんに二人の世界だ。

「なんかもう、アリスたち用なしじゃない？」

「そうだね。もういいかな」

　わたしと神かん田だ川がわさんがその場を立ち去ろうとした時。

　先せん輩ぱいたちがにぎり合う手がふわっと光った。

　わたしも神かん田だ川がわさんも思わず立ち止まり、二人のほうを見る。

　御手洗みたらい先せん輩ぱいと飯いい田だ先せん輩ぱいは体からまばゆいほどの光をはなっていた。

「え？　え？　なにこれ？　どーゆうこと!?」

　神かん田だ川がわさんの言葉に、御手洗みたらい先せん輩ぱいがいう。

「ああ、思い出した。おれ──いや、おれたち」

「そうだったね。わたしたち、もうこの世には存そん在ざいしないんだったね」

　飯いい田だ先せん輩ぱいがなにをいっているのか一いっ瞬しゅんわからなかった。

　だけど、その時、『中学生男女』『事じ故こ』『死し亡ぼう』というワードを思い出す。

　もう日にっ課かとなっている死し亡ぼう事じ故このニュースチェック。

　ちょうど今朝けさ、見たんだ。

　一年前の今日、うちの中学の生せい徒と二人がトラックにはねられて死し亡ぼうした。

　今も事じ故こ現げん場ばには献けん花かにくる人が大おお勢ぜいいる、と。
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　事じ故こにあって死し亡ぼうしたのが、御手洗みたらい先せん輩ぱいと飯いい田だ先せん輩ぱいだ。

　わたしはごくりと固かた唾ずを飲んで二人を見守る。

「ありがとう、天あま国くにさんに相談してよかった」

　飯いい田だ先せん輩ぱいの言葉に「いえ、わたしはなにも……」と答えるので精せい一いっ杯ぱい。

「これで二人で一いっ緒しょに逝いけるな」

　御手洗みたらい先せん輩ぱいの言葉に飯いい田だ先せん輩ぱいはやさしく微笑ほほえんで、それから二人は神こう々ごうしい光に包つつまれる。
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　目を開けていられなくなり、まばたきをした時には二人のすがたはなくなっていた。

　無ぶ事じに天てん国ごくへ旅立ったのだろう。

　しっかりと二人で手をつないで。




　しずかになったろうかで、ふと先ほど先せん輩ぱいたちが出てきた教室を見る。

　そこにあったのは、もうしばらく使われていなさそうな、だれもいない空あき教室だった。

　二年五組の札ふだは消えている。

「もしかしたら、この二年五組自体が幻まぼろしだったのかな」

　わたしがそうつぶやくと、ごんべえが【大がかりなことする幽ゆう霊れいだなあ】とあきれたようにいった。

【今回はあんたにも幽ゆう霊れいが見えたな。おれもあんたの視し界かいをとおしてバッチリ二人が見えたし】

「たぶん、あの二人自身が死んでいることに気づいてなかったから、霊れい感かんのないわたしにも見えたんじゃないかなあ」

「ねえ」

　その声に、わたしはもう一人の存そん在ざいを思い出した。

　ここには神かん田だ川がわさんもいたんだ。

　御手洗みたらい先せん輩ぱいと飯いい田だ先せん輩ぱいが消えた驚おどろきで、すっかり忘わすれていた。

　ごんべえとふつうに会話をしてしまったいいわけを考えていると、神かん田だ川がわさんはしずかにこう聞いてくる。

「さっきの二人ってさ、消えたんだよね……？」

「うん、そうみたい」

「じゃあ、それってオバケだったってこと？」

「そうなるね」

「アリスがさっきまで話してたのって……幽ゆう霊れいだったってこと!?」

「うん」

「そ、そんな……うそでしょ!?　アリスのことからかってるんでしょ!?　ねえ！」

　神かん田だ川がわさんの悲鳴にも似にた声がしずかなろうかにひびいた。

　顔が真っ青になっているのが濃こいメイクの下からでもわかる。

　体も小きざみにふるえているようだ。

　それから神かん田だ川がわさんは意を決したかのように口を開く。

「……本当なの？」

「うん。そうだね」

　神かん田だ川がわさんがわたしから少しはなれた。

「ねえ、なんでテンゴクさんは、そんなに平気そうな顔してるの!?」

【幽ゆう霊れいに憑つかれやすい、っていえば二度と近づいてこないんじゃね？】

　ごんべえのいうとおりだろうけれど、わたしはそれを神かん田だ川がわさんに教えるつもりはない。

「わたし、なんてゆーか、詳くわしくはいえないんだけど、こういうの慣なれてるから」

　そう答えると、神かん田だ川がわさんが大きな目をさらに見開いた。

　それからひどくおびえたような表ひょう情じょうをこちらにむけていう。

「なにそれ……。こんな……怖こわいことに慣なれるなんておかしいよ……」

　神かん田だ川がわさんは、ふらふらと歩きだす。

　転びそうになる彼かの女じょのうでを、わたしは思わずつかんだ。

「大だい丈じょう夫ぶ？」

　わたしの言葉に、神かん田だ川がわさんはまるでオバケでも見るような顔をする。

　わたしからパッとはなれて、こちらをにらんで叫さけぶ。

「近ちか寄よらないで！　キモいっ！」

　神かん田だ川がわさんはにげるように走り出し、旧きゅう校こう舎しゃをあとにした。

　辺あたりが静せい寂じゃくに包つつまれる。

【なんだよあの態たい度ど！　自分だってオバケ見たがってたくせに！】
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　ごんべえの怒おこった声が頭にひびいた。

【あんなの気にすることねーよ】

　ごんべえの言葉に、わたしはわざと大きくうなずく。

　それから息をはいて、大またで歩き出す。

「うん、別べつに気にしてないよ」

　そうはいったものの、わたしの胸むねはズキズキと痛いたんでいた。

　さっき、神かん田だ川がわさんにいわれた言葉が耳の奥おくでずっとひびいている。




「近ちか寄よらないで！　キモいっ！」




　脳のう裏りには、神かん田だ川がわさんのにらみつけてくる顔がこびりついたままだ。

　わたしはその声と表ひょう情じょうをふりはらうかのように走り出す。

　でも、頭の中の神かん田だ川がわさんは消えてくれない。

　結けっ局きょく、そのまま走り続けて家に帰った。
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　今日は学校、休みたい。

　そんな気持ちに勝ったのは、遠くからこちらをながめているツナマヨのすがたを見たからだ。

　ごんべえに憑つかれてもう五日がすぎた。

　その間わたしは二人の幽ゆう霊れいを天てん国ごくに送っているし、ごんべえに憑つかれる直前だって、一人成じょう仏ぶつさせた。

　三人もの幽ゆう霊れいを成じょう仏ぶつさせたのに。

　ごんべえは成じょう仏ぶつしそうもない。

　それどころか、記き憶おくはいっこうに戻もどる気配がないし。

　ごんべえの情じょう報ほうがなにか手に入ったわけでもない。

　ニュースをチェックするだけでは、限げん界かいがきていた。

　だから少しでも情じょう報ほうの多い学校へ行かなきゃ。

　ごんべえも学校にいた方が、外部の刺し激げきを受けて記き憶おくが戻もどるかもしれない。

　わたしはのろのろと制せい服ふくに着がえながらつぶやく。

「わたしはともかく、ツナマヨにとってごんべえの存そん在ざいがストレスだったら最さい悪あくだからなあ」

【猫ねこを心配しているんじゃなくて、単たんにあんたに近づいてこないのがいやなだけだろ？】

「だけ、じゃない！　これはわたしにとって大問題なの！」

【じゃあ学校休んでる場合じゃないだろ。いや、休むっつーかサボりたいのか】

「あれ、わたし、学校休みたいって口に出した？」

【えっ？　自じ覚かくねーの？　さっきからもう百回くらいいってんじゃん】

「うそ。いってない！　ごんべえ、またわたしをからかってるんでしょ」

　すると、ごんべえはなにもいい返してこなかった。

　やっぱりうそか。

　わたしは全身が映うつるかがみで自分のすがたをチェック。

　寝ねぐせはない、制せい服ふくにほこりもシワもなし。

　ふと昨日きのうの神かん田だ川がわさんの顔が頭をよぎった。

「やっぱ学校行きたくない……今日休んで三連れん休きゅうにしたい……」

　わたしはハッとして、口を自分の手で押おさえた。

【ほら、な？】

　ごんべえの勝ちほこったような口調を聞いて、わたしは言葉につまる。

　それからカバンを肩かたにかけて、足早に歩きだす。

「行きたくないけど、でも行かなきゃ！　っていおうとしただけ」

【はいはい】

　わたしは颯さっ爽そうとリビングを抜ぬけ、玄げん関かんでローファーをはいたとたん。

　その場にしゃがみこんだ。

「やっぱり行きたくない……」

【精せい神しんが不ふ安あん定ていだな】

「家で食っちゃ寝ねしてたいよー。そんでアラブの石油王が五億おくくらいふりこんでくれて、やさしいお姉さんに『生きてるだけでえらいね』って五分に一回くらいの頻ひん度どでほめてもらいたい」

【おいおい。欲よく望ぼうがだだもれだ！】

「でも、五億おくよりもやさしいお姉さんよりも、ツナマヨが甘あまえてくれるほうが百億おく倍うれしいよお」

【さっきから数字の桁けたの出し方が幼よう稚ち園えん児じだな】

「うるさいっ！　ごんべえなんか精せい神しん年ねん齢れい五歳さいくらいのくせにっ！」

【精せい神しん年ねん齢れい五歳さいはあんただろ!?】

「わたしじゃないわよっ！　どー考えてもごんべえでしょ！」

　わたしがごんべえとけんかをしていると。

　ろうかのすみのほうで、ツナマヨがおびえた顔でこちらをのぞいていた。

　わたしと目が合うと、二匹ひきはさっとかくれてしまう。

「ダメだ。今の状じょう態たいのわたしが家にいるほうが、ツナマヨにとってストレスだ」

【そりゃあ一人で叫さけんでる飼かい主ぬしは見てて怖こわいだろーよ】

「ちくしょう！　今週の三連れん休きゅうはあきらめた！　来週にしよ！」

　わたしはそういうといきおいよく立ち上がって、ようやく家を出た。

【そもそもサボりで三連れん休きゅうをつくろうとするな】

　ごんべえの言葉を無む視しして、わたしは学校へと急ぐ。




　めっちゃさけられてる。

『あれ、なんとなくさけられてる？』じゃない。

　これ、百パーセントさけられてる。

　その相手は神かん田だ川がわさん。

　下げ駄た箱ばこでも、ろうかでも、教室でも、神かん田だ川がわさんはわたしを無む視しするどころか近くをとおることすらない。

　わたしと目が合うと、おびえたような顔をしてにげていく。

　これ、道で会った初しょ対たい面めんのノラ猫ねこの態たい度どじゃん。

【あの神かん田だ川がわってやつ、あんたのことすげえさけてるな】

　ごんべえは笑わらいながらそういった。

　が、そもそも笑わらいごとではない。

　わたしが学校に来たくなかった理由は、神かん田だ川がわさんだったのだから。

　だけど、ここまで露ろ骨こつにさけられると逆ぎゃくにすがすがしい。

　それに一番最さい悪あくのパターンである『神かん田だ川がわさんを筆頭にクラスでいじめられる』というのはないみたいだ。

　まあ、そういうタイプの子ではないとは思っていたけれど。

　でも人間ってのはちょっと付つき合あっただけじゃ、わからないものだから。

　小学生の時だって、そうだった。

　あの子のこと、最さい初しょはいい子だって思っていたのに。

　わたしは小学生時代の暗黒期を思い出しかけて頭を左右にふる。

　それから、昨日きのうの神かん田だ川がわさんの顔を思い返す。

　あのおびえ方は尋じん常じょうじゃなかった。

　小二くらいのころに、遠足で行った遊園地で、本気で怖こわがる女子をオバケ屋や敷しきに引っ張ぱっていった男子がいた。

　その女子だって、おびえてはいたものの、反はん応のうは神かん田だ川がわさんほどではなかったな。

　神かん田だ川がわさんの場合は、本物を目にしてかなり怖こわかったんだろうなあとは思う。

　いくら怖こわい映えい画がや怪かい談だんが好すきでも、本物っていうのは違ちがうんだろうな。

　わたしは最さい近きん、その感かん覚かくからずいぶんとはなれていたわけだけれど。

　それなら、怖こわい思いをさせてしまった神かん田だ川がわさんをフォローするべきなのかもしれない。

　でも、どうやって？

　さけられているっていうのに。

　そもそも神かん田だ川がわさんは目の前の席せきにいるのに、わたしは話しかけるどころか目さえ合わせられない。

　さけられるってわかっていながら、声をかける度ど胸きょうはないのだ。

　それに神かん田だ川がわさんは友だちでもなんでもない。

　ただのクラスメイトなんだから、わたしがフォローをする義ぎ理りもない。

　そう考えると胸むねがちくりと痛いたんだ。

　ただのクラスメイトよりも少しは仲なかよくなれたのかもしれないけれど……。

　神かん田だ川がわさんはわたしと七なな不ふ思し議ぎを解かい明めいしたいといってくれたんだ。

　そんなことをいわれたのは初はじめてだったのに。

　それなのに……。

　わたしは神かん田だ川がわさんの昨日きのうのおびえた顔と「キモい」を思い出して、頭を左右にぶんぶんとふる。

　落ちこんでる場合じゃない。

　わたしは今、自分のことで手て一いっ杯ぱいなのだ。

【なあなあ。今日の帰りはアイスクリーム食べようぜ】

　ごんべえがのんきにそういった。

「アイスクリームね……」

　わたしはそうつぶやいて、大きく背せのびをする。

　帰りのホームルームが終わった。

　ささっと帰ろう。

　そう思って準じゅん備びをすませてカバンを肩かたにかけて、だれよりも早く教室を出る。

　しかし、昇しょう降こう口ぐちでわたしは立ち止まった。

　しとしとと雨がふり出していたのだ。

【あんた傘かさ、今日持ってる？】

「持ってない……」

【梅雨つゆの時期に折おりたたみ傘がさも持ってないとか……】

「なんの役にも立たないごんべえにいわれたくない」

【幽ゆう体たいのおれをコキ使おうとすんな】

「使ってないでしょ」

　わたしがそう返したところで、「え、なにあれひとりごと？」「こっわ」という声が聞こえた。

　ふり返れば、見知らぬ女子がこっちを見てヒソヒソやっている。

　だめだ！　最さい近きん、ふつうの声のトーンでごんべえと会話するくせがついてるっ！

　これじゃあ変へん人じん路線まっしぐらだよ！

　うわあ、恥はずかしい！

　そう思いながら、わたしは雨の中に飛とび出した。

　体に当たる雨は、思ったよりも小こ雨さめだ。

「これならダッシュでいける」

【それ、足速い人がいうセリフだろ】

「大だい丈じょう夫ぶよ、この程てい度どの雨ならわたしの走る速度でもそれほどぬれない」

【絶ぜっ対たいに今、なんかのフラグが立ったぞ……】

「どういう意味!?」

　そういったところで、わたしの横を男子がぎょっとした顔でとおりすぎるのが見えた。

　いかん、気をつけないとと思ったそばからこれだ。

　わたしは唇くちびるをぎゅっと結むすんで、走る速度を上げた。




【寒っ！】

　家に着くなり、ふるえる声でそういったのはごんべえ。

　わたしは全身びしょぬれで、髪かみの毛けからもスカートからも水すい滴てきがしたたり落ちていた。

　帰るあいだに雨はどんどん激はげしさをまし、しまいにはバケツをひっくり返したような豪ごう雨うに変かわったのだ。

　しかも、わたしが家に着く直前に雨は急に止んで空には晴れ間が見え、虹にじまで出ていた。

　まるで『もう少し待っていればぬれずに帰れたのにバカだねえ』といっているかのよう。

　そんなふうに被ひ害がい妄もう想そう全開なのは、寒くて寒くてしかたがないからだ。

　ぬれた体のまま、家に上がると。

　二階からおりてきたツナマヨがキシャーッと毛を逆さか立だてて威い嚇かくをしてくる。

【ぜんぜんこわくねえ威い嚇かくだなあ】
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　ごんべえはそんなふうに笑わらうけれど。

　憑ついている時だとはいえ、ツナマヨに威い嚇かくをされたのは初はじめてで、かなりショックだ。

　びしゃびしゃにぬれてるから怖こわいだけだよね。

　そう思わないと、このまま雨になって土にかえりそうな気分。

　わたしは体をタオルでふき部屋着になると、ぬれた玄げん関かんを掃そう除じしてからお風ふ呂ろに入った。

　その間ずっと頭の片かたすみにあったのは、神かん田だ川がわさんのことだった。

　もうどうでもいいのに。

　あっちはわたしに関かかわってほしくないのに。

　それなのに、なんでこんな気持ちになるんだろう。




　次の日の朝。

　わたしはリビングのソファの上で大きくのびをする。

　ごんべえに憑つかれてからここで寝ねているせいか、体のあちこちが痛いたい。

　なぜ、自室へ行かないのかというと、見知らぬ男の幽ゆう霊れいを部屋に入れたくないからだ。

　前に中二病の男子の幽ゆう霊れい、自じ称しょう『魔ま王おう』（高校生だったけれど）にとり憑つかれた時、うっかり自室に入ってしまったら、【こっここここれが人間の女子の部屋！　これぞオレ様のアルカディア……】とかブツブツつぶやいたあと。

【今日からここを我わが魔ま王おう城じょう・その名もナイトメアとするっ！　おい、忠ちゅう実じつなる下げ僕ぼく。もう少し魔ま王おう城じょうを片かた付づけろ】とかあれこれといわれてうるさかった。

　ごんべえより三割わり増ましくらいでうざかったなあ。

　しかもその魔ま王おうはどうも大の犬好ずきだったらしく、わたしのコレクションしていた猫ねこグッズにもケチつけてきたし。

　あー、今思い出しても腹はらが立つ！

　その点基き本ほん的てきに女子の幽ゆう霊れいって、好このみとかセンスに関かんしては配はい慮りょしてくれるから楽なんだよね……。

　そういうわけで、男の幽ゆう霊れいがとり憑ついている時は自室には戻もどらないことにしている。

　だから着がえもリビングの片かたすみにひっそりおいてあるのだ。

　でも、やっぱりいろいろと不ふ便べんだから早く出ていってくれないかなあ。




　朝食を作ろうとソファからおりようとしたところで足元がフラついた。

　あれ、そういえばせきが出る。

　なんだか熱ねつっぽい。

【なんかおれも体がだるい気がしてきた。あんた風邪かぜなんじゃねーの？】

　ごんべえの言葉に、わたしは納なっ得とくする。

　そういえば昨日きのう、お風ふ呂ろのあとでろくに体をふかないまま、ぼんやりと悩なやんでそのまま寝ねちゃったんだ。

「風邪かぜひいてもおかしくないかー」

　わたしはそういったままソファにパタンと倒たおれた。

　そのままボーッとしていると、ツナマヨがやってきてリビングのすみにおいてあるキャットタワーで遊び始める。

　二匹ひきで猫ねこパンチし合ったり、キャットタワーの爪つめとぎで豪ごう快かいに爪つめをといだり、タワーの途と中ちゅうにあるハンモックをとり合ったりしていた。

　かわいい……。

　しかも、ハンモックをうばい合っていたかと思えば、疲つかれて二匹ひきそろってくっついて寝ねちゃうとか。

　ひかえめにいって天使。

【この暑いのに、よくくっついて寝ねるよなあ】

　そういっているごんべえの口調も、どこかうれしそう。

　きっとツナマヨのかわいさにいやされているんだろう。

「それにしても二匹ひきが今日はずいぶんと近くまで来てくれるな……。ごんべえの成じょう仏ぶつが近いのかな」

【風邪かぜであんたが弱ってるからだろ】

「それもそうか。じゃあ、今日はツナマヨに近づいても平気かな」

　わたしがそういって体を起こすと、なにかを察さっ知ちしたらしい二匹ひきがガバッと同時に顔を上げる。

　そしてわたしの顔を見るなり目をまん丸くしながら、リビングから走って出ていってしまった。

「ああ……」

　わたしはそういったままソファにぱたりと倒たおれる。

「だめだ。ツナマヨにあんな態たい度どとられるの辛つらすぎる。やっぱり記き憶おく探さがしの旅に出ないと」

【さすがに今日はやめておけ】

「無む理り。ツナマヨにさわれない人生なんて、チョコのないチョココロネを食べているようなもの」

【なにいってんだ。やっぱあんたいつも以い上じょうにおかしいから寝ねてろ】

「いや、こんなん気合いでなんとかなるっ」

　わたしはそういって立ち上がり、ささっと着がえる。

　着がえを終えたわたしは、ガッツポーズをしてこう叫さけんだ。

「筋きん肉にくは裏うら切ぎらなーい！」

【あんた本当におかしいよ。熱ねつでやられてんだよ。寝ねてろ】

「このまま今日は隣となり町まちまで行って、大きな公園でスクワットを百回して、それからプロテイン休きゅう憩けいをとって」

【おいおいおい。本ほん格かく的てきにヤバいぞ、あんた】

「それから腹ふっ筋きんを──」

　そこでわたしはソファに倒たおれた。

　それと同時に記き憶おくもぷつりと途と切ぎれたのだった。




『ねえ、その黒くろ猫ねこのヘアゴムかわいいねっ』

　梓あずさちゃんが屈くっ託たくのない笑え顔がおで話しかけてくれた。

　小学四年生の春。

　わたしに友だちができた。

　まだ幽ゆう霊れいに憑つかれる体たい質しつになる前だった。

　わたしは梓あずさちゃんとたくさん遊んだ。

　梓あずさちゃんと一いっ緒しょにいるといつも楽しくて、一日があっという間にすぎた。

　彼かの女じょも『玲れい香かちゃんとお友だちになれてうれしい』といってくれたっけ。

　わたしはずっと梓あずさちゃんと友だちでいるんだと信しんじてうたがわなかった。

　だけど、その友ゆう情じょうは長くは続つづかなかったのだ。

　小学四年生の夏に、生まれて初はじめて幽ゆう霊れいに憑つかれた。

　おじさんの幽ゆう霊れいで、『五年前に出ていった妻つまを捜さがしてほしい』とたのまれたのだ。

　その頃ころは、憑つかれた幽ゆう霊れいの声が自分にしか聞こえないということが、まだわからなくて。

　わたしは憑ついた幽ゆう霊れいとふつうに会話をした。

　両親は心配し、クラスメイトは不ぶ気き味みがり、ようやくそれが自分にしか聞こえていないと気づいた。

　梓あずさちゃんもわたしのことを不ぶ気き味みがっていた。

　だけど彼かの女じょなら、話せばこの状じょう態たいをわかってくれるだろうと思った。

　だからわたしは包つつみかくさず全部話した。

　幽ゆう霊れいにとり憑つかれたこと。

　その声がわたしにしか聞こえないこと。

　いなくなった奥おくさんを捜さがしてくれ、と何度もたのんでくること。

　わたしの話をだまって聞いていた梓あずさちゃんは、にっこりと笑わらってこういった。

『そっか。大たい変へんだったね』と。

　梓あずさちゃんはやっぱりやさしい。

　彼かの女じょは本当の友だちだ。

　そう思って、心が軽くなったっけ。

　だけど、次の日、学校へ行くと。

　わたしはクラス中から避さけられていた。

　それでも、梓あずさちゃんにいつものようにあいさつをすると、彼かの女じょもわたしを無む視しした。

『梓あずさちゃん、なにがあったの？』

　わたしがそう聞くと、梓あずさちゃんは冷つめたい目をむけて一言。

『キモい。こっち来ないで』

　梓あずさちゃんとは、それ以い来らい、口をきいていない。

　わたしが彼かの女じょにだけ打ち明けた秘ひ密みつは、次の日に梓あずさちゃん本人によっておもしろおかしくクラス中にバラされたらしい。

　ヤバいやつ認にん定ていされたわたしに話しかけてくる女子はいなくなり、男子はこれさいわいとわたしをからかったりばい菌きんあつかいしてきたりしたのだ。

　いったい、わたしがなにをしたというの。

　ただ一つだけ、わたしは間ま違ちがいをおかした。

　それは、梓あずさちゃんを信しん用ようして秘ひ密みつを話したことだ。

　わたしはその時、心に誓ちかった。

　一生、人間なんか信しんじない、と。




　目を覚さますと、リビングの天てん井じょうがぼやけて見えた。

　ぼやけているのは、わたしが涙なみだを流していたからだと、手でほおをぬぐってから気づく。

「夢ゆめかあ」とつぶやいて、体を起こす。

　最さい悪あくな夢ゆめを見てしまった……。

　体がさっきよりも軽い。

　時計を見れば、七時。

　ふり返ると、カーテンのむこうはうす暗くなっている。

　ああ、午後七時かあ。

　なにもせずに今日が終わる……。

　ふう、とため息をつくと、【なあ】とごんべえが話しかけてきた。

「なに？」

【さっきの……あんたが小学生のころの夢ゆめさ、その、おれも見えちゃったんだけど】

「うん」

　ごんべえがめずらしく遠えん慮りょがちに話す。

【その、もしかして、あれって本当にあったこと？】

「そうだよ。だからなに？」

　わたしは大きくため息をついてから続つづける。

「本当だったら笑わらう？」

【笑わらわねーよ！】

　ごんべえが大きな声を出した。

　思わずビックリして、体がぴくりと反はん応のうする。

　ごんべえがいつになく興こう奮ふんしているのが伝つたわってきた。

　これは怒いかりの感かん情じょう？

　それともわたしの怒いかりの感かん情じょうが、伝でん染せんしているだけだろうか。

「どうしたのよ」

【ゆるせねえ】

「なにが？」

【あんたをイジメたやつらだよ】

　へえ、わたしのために怒おこってくれてるんだ。

　なんてめずらしい。

　ごんべえは怒いかりで声をふるわせながら続つづける。

【特とくにあの、アズサってのがゆるせん！】

　そういったごんべえの声だけで、圧あっ倒とうされてしまう。

　本気で怒おこっているようだ。

「まあ、あの時はわたしもすごくムカついたよ。でも、梓あずさちゃんも怖こわかったんだと思う」

【なにいってんだよ！　あんたはガッツリ傷きずついてて、今でも引きずってるから友だち一人もできないんだろ？】

「あいかわらずわたしにも容よう赦しゃないね」

【もう大だい丈じょう夫ぶ、みたいなフリすんな。どうせ憑ついてるおれにはバレる】

「まあ、ね」

【だから、神かん田だ川がわとも積せっ極きょく的てきに仲なかよくなろうとしないのか】

「それもあるけれど……。神かん田だ川がわさんってそもそも、わたしと仲なかよくしてくれるカテゴリーの人じゃないでしょ」

【まあ、でも、人は見かけだけじゃわかんねーぞ】

「そうかもね。でも、もう神かん田だ川がわさんはダメよ。あんなにさけられちゃね……」

　わたしは神かん田だ川がわさんの態たい度どを思い出して、無む意い識しきのうちにため息をつく。

【こういうのは、元を断たたなきゃダメだな】

「なんの話？」

【アズサってのに会って、文もん句くをいうんだよ】

「ああ、そういうことね」

【アズサってのをゆるす、ゆるさないじゃなくて、アイツにガツンといってやることでトラウマは少し軽くなると思うんだよ】

「そっか。それはそうかもしれない」

【で、そのアズサはどこにいるんだ】

「もう近所にはいないよ」

【近所じゃなくても、自転車か電車で行ける距きょ離りなら会ったほうがいい】

「会えないよ。会ってくれないよ」

　わたしはそういうと、テレビをつける。

　炭たん酸さん飲いん料りょうのＣシーＭエムでツインテールをゆらした女の子がにっこり笑わらう。
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「タイミングいいな……」

　わたしがつぶやくと、ごんべえがハッとする。

【そういや、この胡桃くるみ沢ざわあずさって女じょ優ゆう、あんたと同じ年だったな。いや、まさかな】

「そのまさかよ」

　わたしはテレビのリモコンでチャンネルを替かえる。

「梓あずさちゃんは小学五年生の頃ころに街まちでスカウトされて、そのまま東京へ行って女じょ優ゆうになったらしいの。最さい近きんあちこちのドラマに出てるね」

【だからあんた、刑けい事じもの以い外がいのドラマは観みないのか。胡桃くるみ沢ざわあずさって恋れん愛あいものや青春ものによく出てるし】

「違ちがうよ。刑けい事じものはもともと好すきなの」

【でも、いずれ刑けい事じドラマにも出てくるかもしれないぞ】

「その時はネットの掲けい示じ板ばんに胡桃くるみ沢ざわあずさのあることないことぶちまけてやるから」

【いや、それはやめとけよ。あんたがマズい立場になる】

「冗じょう談だんだって。やんないよ。めんどうだし」

【そうか。それならいいけど】

　ごんべえのホッとしたような声に、わたしは思わず笑わらってしまう。

【なんだよ、急に！】

　いつもわたしにロクなこといわないくせに、わたしが傷きずついた出来事にはきちんと怒おこってくれる。

　そんなごんべえが、なんだかおかしくて。

　でも、うれしくて。

　いつのまにか、わたしの中のモヤモヤは消えていた。

　わたしはひとしきり笑わらってからこういう。

「ごんべえがわたしのために怒おこってくれたから、つい笑わらっちゃっただけだよ」

【はあ!?　おれは別べつにあんたのために怒おこったんじゃねーよ】

「そっか。それもそうだよね」

【おれはなあ、いじめとかそういうのが大きらいなんだよ！】

「うんうん。ごんべえはやさしいね」

【やっ……！　やさしくなんかねーよ！　バカいうなアホ】

「バカなのかアホなのか、どっちなのよ」

【両方だ、とんちんかんめ】

　ごんべえが大きな声で笑わらっていったその時。

　カンカン、という音が聞こえる。

　その音に、わたしは立ち上がった。

　ツナマヨはカリカリが欲ほしい時、自分たちのごはん用のうつわを前足でちょんちょんたたいて催さい促そくするクセがある。

【ツナマヨがめし欲ほしがってるから、行ってやれよ】

　ごんべえもすっかりツナマヨのクセを覚おぼえたらしい。
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　その日の夜から、わたしは自分の部屋で眠ねむることにした。

　さすがにそろそろソファで眠ねむるのにも限げん界かいがきたからだ。

　風邪かぜも完かん全ぜんに治なおりきってないし。

　それに、体のあちこちが痛いたいと安あん眠みんできないからね。

　ツナマヨと一いっ緒しょに眠ねむれないのは、かなりキツイけれど。

　自分のベッドで眠ねむれるから、さわやかな朝をむかえられるようになった。




　学校ではあいかわらずぼっちだけれど、ごんべえがいつも話しかけてくるせいでさびしさを感じるひまがない。

　さて、今日はごんべえとなにを話そうかな。

　そう考えてドキッとする。

　いかんいかん。

　わたしはほおを軽く両手でパンとたたいてからつぶやく。

「今日こそごんべえの記き憶おくをとり戻もどさないとね」

【おう、がんばれよ！】

「わたしに全部おしつけないでよ」

　放ほう課か後ごに、バスにのって二十分のところにある施し設せつまで足をのばしてみることにした。

　バスにゆられていると、ごんべえが話しかけてくる。

【遠出とは気合いが入ってんなー。じゃあ今日でおれの記き憶おくが戻もどるかもな！】

「えっ？　ああ、そうだね」

　わたしはそういって足元に視し線せんを落とす。

　そっか、ごんべえの記き憶おくはいつ戻もどってもおかしくないんだ。

　そう考えるだけで、お尻しりから根っこが生えたように動けなくなる。

　なんでだろう。

　わたしは、ごんべえの記き憶おくをとり戻もどしたくないの？

　おかしいな、わたし。

　そうこうしているうちに、バスは目もく的てき地ちへ到とう着ちゃく。

【アウトレットモールって。おれの記き憶おくと絶ぜっ対たいに関かん係けいないだろ……】

　眼がん前ぜんの西洋の街まち並なみを意い識しきしたオシャレなアウトレットモールをながめていると、ごんべえがいう。

「へえ、じゃあ来たことない？」

【わからないけど、興きょう味みわかねーなあ】

　ごんべえの言葉に、わたしはホッと安心する。

　え、なんで安心したの、わたし？

　そんなふうに疑ぎ問もんに思うのに、急にすうっと心が軽くなっていった。

　アウトレットモールの景け色しきも、さっきよりもハッキリと見える気がする。

　さて行くぞー、と歩き出す足どりも軽くなった。

【今あんた、ため息ついただろ】

「え、ついてないよー。やだなあ」

　石だたみの道を歩きながら、わたしは店にちらちらと視し線せんをむける。

　そして、とおりかかった服屋で「春物70パーセントオフ」のワゴンセールを見つけて立ち止まった。
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「わー。これかわいい」

【あんた、なにしに来たんだよ】

「買い物」

【おれの記き憶おくをとり戻もどすためじゃねーのか】

「あー、うん。まあ、ほら、いろいろとあるじゃないの」

　わたしは服を真しん剣けんに選えらびつつ、答える。

【……絶ぜっ対たいに自分の買い物しか頭にねえだろ】

「ううん。そんなことないよ」

【じゃあなんだよ】

「ここはペットグッズもあるから、ツナマヨの新しいおもちゃも買おうと思って」

【結けっ局きょく、自分と猫ねこのことしか考えてねーな】

　反はん論ろんするのもめんどうだから無む視しして買い物、買い物。

　ごんべえの成じょう仏ぶつについては、考えないようにしている自分がいる。

　だけど、それがどうしてなのか。

　わからないからもう考えるのはやめよう。




「ねえ、記き憶おく戻もどった？」

【戻もどってない】

　ごんべえの言葉に、わたしは「そう」とだけ返す。

　とり憑つかれてから二週間近くがすぎていた。

　正直、これはかなり長い。

　どうにかしなきゃとは思う。

　それなのに、わたしの「記き憶おく戻もどった？」という質しつ問もんは、もはやあいさつのようなもの。

　そして、ごんべえが【戻もどってない】と答えるのもいつものやりとりだ。

　目を閉とじて着がえるのにも慣なれてしまい、素す早ばやく外出着になる。

　ただどうにかしなきゃとあせっているだけでは意味がない。

　でも、どうにもならないなら、この状じょう況きょうを受け入れるしかないんだ。

　そんな気持ちが心の中で、ぐるぐると回る。

　なんだかここ最さい近きん、自分の気持ちがよくわからないや……。

【あれ？　今日……そうか。土曜日か】

「そう。今日はね、カラオケに行くの」

【え？　ああ、おれの記き憶おくをとり戻もどすために、カラオケで刺し激げきをするんだな】

「そうそう。あと、割わり引びきクーポンが明日で切れるし」

【そっち本命だろ】

「さ、行こ行こ」

　わたしはそういうと、部屋を出た。

　なに歌おうかなあ、とか考えつつ、自転車を引ひっ張ぱりだす。

　カラオケまでは少し遠いので、徒と歩ほでは無む理り。

　それに……。

　わたしは空を見上げる。

　太陽がじりじりと照てりつけている。

　ぴかぴかの快かい晴せい。

　梅雨つゆはどこいった。

　この暑さだと、近い場所だとしても徒と歩ほ移い動どうはキツいので、自転車一択たくになる。

【あぢい……。こんな時は──】

「ん？」

【いや……】

　ごんべえは、それだけいってしずかになった。

　わたしは気にせず、自転車を走らせる。




　ごんべえは歌わないので、必ひつ然ぜん的てきにヒトカラだ。

　今までは一いっ緒しょに歌う幽ゆう霊れいもいたけれど、ごんべえは基き本ほん的てきに聞いてるタイプみたい。

　最さい初しょは、歌声をからかわれるかと思ったけれど。

【へー。この曲いいな】とか【キー、高すぎね？】とか、まるで友だちとカラオケに来ているような気分になる発言ばかり。

　まぁわたし、自分にとり憑ついてる幽ゆう霊れいとしかカラオケに来たことがないんだけどね。

　それでも大きな声で歌うとストレス発はっ散さんになる。

　調子にのって歌っていたら、疲つかれてきたのでひと休み。

　この店のドリンクバーのカフェオレはおいしい。

　コーヒーの味もミルクの味もしっかりする。

　ごんべえも【ここのドリンクバーのカフェオレうまい】とおどろいていた。

「でしょでしょ」

　わたしはなぜだかうれしくなって、曲を入れる。

【見事にアニソンばっかりだな】

「前にとり憑つかれた女の子の幽ゆう霊れいがアニオタでね。成じょう仏ぶつ前に心こころ残のこりがないようにって散さん々ざん聞かされたから、わたしも好すきになった」

【あんたさ、幽ゆう霊れいの影えい響きょうものすごく受けるタイプだよな】

「そうかもしれないね」

　わたしが曲を選えらんでいると、ごんべえがいう。

【なあ、あんたさ、おれの記き憶おくをとり戻もどそうっていう気持ちはあるの？】

「あるよ」

【なんか楽しんでない？】

「楽しみつつ、ごんべえの記き憶おくが戻もどれば一石二鳥よ」

【だけど、さっきから、どんどん曲入れるだけで、おれになにも聞かないし】

　わたしは、タッチパネルを操そう作さする手を止めた。

【あんた、やる気あるの？】

　あきれたようなごんべえの声。

「あるよ、ふつうに」

【いや、ないね】

「なんでそうやっていい切れるの？」

【あんたに憑ついててわかった。ここ数日、あんたはおれの記き憶おくをとり戻もどそうとしてない】

　思わずぎくりとした。

　その動どう揺ようがごんべえにも伝つたわってしまう。

【ああ、やっぱり。なんだよ、おれの記き憶おくをとり戻もどすのをやめたのは、いやがらせ？】

「そうじゃない！」

【じゃあ、なんだよ】

　ごんべえの言葉に、わたしはなにもいえなくなった。

　自分でもちゃんと説明できない。

　ごんべえから【記き憶おくが戻もどっていない】と聞かされると、ここ最さい近きんホッとする。

　ただ、それだけだ。

　そして、わたしはとり憑つかれたままなのに、いつもの日にち常じょうに戻もどそうとしている。

「なんで……。なんで、こうなったのか、自分でもわからない」

【それは、おれの記き憶おくをとり戻もどすのが無む理りだとか、めんどうだとか思ったからだろ】

「めんどうだとは思ったけれど、やめたわけじゃないよ」

【じゃあ、今日のカラオケの目もく的てきは？】

「ごんべえの記き憶おくも──」

【だーかーらー。あんたが楽しんでるだけだろ？】

「楽しんで悪い？」

【はあ？】

　なぜだかごんべえの声に、無む性しょうにイラッとした。

　わたしは鼻で大きく息を吸すってから、一気にはき出す。
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「だいたいねえ、あんたみたいな厄やっ介かいでえらそうな幽ゆう霊れいにとり憑つかれたわたしの身にもなってよ！　ストレスたまるのよ！　楽しんじゃ悪い？　わたしの体なんだけど!?」

【そりゃあ、あんたの体だけど──】

「わたしには、ごんべえの記き憶おくをとり戻もどす義ぎ理りなんかないの！　いやなら出ていってよ！」

【ああ、じゃあ、出ていく】

　ごんべえは、しずかにいった。

「できもしないくせに」

　わたしがそういっても、ごんべえはなにもいわない。

　そりゃあなにもいい返せないよね。

　わたしはマイクをテーブルにおいて、帰り支じ度たくをする。

　歌う気なんかなくしてしまった。




　怒おこりながら家に帰り、買いおきのカップラーメンと菓か子しパンを食べると、自室にこもった。

　たなの上にちょこんとすわるツナマヨは、どこか心配そうにこちらを見ている。

　さっきからやけに頭の中がしずかだけれど、体が軽くなっていないのでごんべえはまだいる。

　何度も自分の体が重いことを確かく認にんしてしまう。

　ごんべえに出ていけといっておいて、いるとわかるとホッとしてしまう自分がいやだ。

　こんなのおかしい。

　わたしはイライラしながらスマホのゲームアプリを立ち上げる。

　そしてゲームをしているうちに眠ねむってしまった。




　目を覚さますと、カーテンのすきまからまぶしい光が差さしこんできた。

　あのまま寝ねてしまって朝になったようだ。

　だけど、なんだかおかしい。

　いつもと違ちがう。

　自分の体が浮ういているような感かん覚かくだ。

　ハッとして下を見ると、そこには寝ねころんでいる自分の体があった。

　えっ？　寝ねている間に体をのっとられたの？

　なんで？

　あれこれと考えていると、わたしの体が起き上がる。

　そして、手足を動かしてから「よしよし」と、わたしの体をのっとったごんべえがいう。

【なにがよしよし、なの？】

「ん？　あんたのやる気がないなら、おれがかわりにやろうと思って」

【なにを？】

「失うしなった記き憶おくをとり戻もどすんだよ」

【でも、どうやって？】

　ごんべえは「うーん」とうで組みをしてから答える。

「実は、昨日きのうさ、ちょっと思い出したことがあったんだよ」

【えっ？　記き憶おくを？】

「そう。ほんの一部だけどな」

　ごんべえはそこまでいうと、ちょっとためらってからこう続つづけた。

「どうもおれは、水が怖こわいらしい」

【どういうこと？】

「昨日きのうは暑かっただろ？　こんな日はプールだよなと思ったと同時に、水に対しての恐きょう怖ふ心しんがわき上がったんだ」

【もしかして……。水の事じ故こ？】

「ああ、その可か能のう性せいがある。もしかしたら、もともと水が怖こわかっただけかもしれないし、別べつのトラウマで怖こわくなっただけなのかもしれないけど」

【まあ、それもそうだね】

「どっちにしてもなにかを思い出すきっかけになるかもしれないから、今日は水みず辺べのほうへ行こうと思ってな」

【それで体をのっとったの？】

「それだけじゃないけど……。まあ、とりあえず行くぞ」

　ごんべえはそういうと、着がえもせずに部屋を飛とび出す。

　昨日きのう、パジャマに着がえずに寝ねてしまってよかった。

　その辺へんを歩いてもおかしくないかっこうのままだ。

　洗せん面めん所じょをスルーしていくごんべえにわたしはいう。

【ちょっと待って！】

「なんだよ。ツナマヨにはさっきあんたのいうとおりにごはんをあげただろ」

【そうじゃなくて。今なら顔を確かく認にんできるんじゃない？】

「ああ、そういやそんなこともあったな」

【メモとペンを用意して、それでわたしのいったことをメモしてくれればいいから。そしたらあとでゆっくり見返せるでしょ】

「なるほど。たまにはいいこというな」

　ごんべえはそういうと、メモとペンを用意する。

　そして、洗せん面めん所じょに立った。

　かがみには最さい初しょのうちはわたしが映うつっていたけれど、だんだんこの前みたいに変へん化かして男の子の顔が見えてくる。

　だけど今日は前とは少し違ちがっていた。

　このあいだと違ちがって、ぼんやりとしていてよく見えない。

　なんで？　どういうことなの？

　かがみをよくよく見てみても、男の子の顔はハッキリと見えてこなかった。

　階かい段だんの踊おどり場ばで見えた時はこんな見え方じゃなかった気がする。

　まるでレースのカーテンごしに見ているようだ。

「メモの準じゅん備びはいいぞ」

　ごんべえの言葉が頭に入ってこない。

　これってわたしの能のう力りょくが今日はうまくはたらいてないってこと？

　それとも、ごんべえの成じょう仏ぶつする日が近いってこと？

　そう考えて、胸むねがずきりと痛いたむ。

「どうした？」

【ごめん、今日はなんだかよく見えなくて……】

　わたしがそういうと、ごんべえはあっさりと納なっ得とくした。

「そうか。じゃあ、外見はいいか」
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　そして洗せん面めん所じょを出ると、こうつけくわえる。

「どうせあんたの情じょう報ほうは役に立たないしな」

　そういわれても、なんだかいい返す気にはならなかった。

　ごんべえは近いうちに成じょう仏ぶつしてしまうかもしれない。

　ずっと望のぞんでいたはずのことなのに。

　それなのに、全ぜん然ぜんうれしくない。

　むしろ成じょう仏ぶつしてほしくない、とさえ思ってしまう。

　落ちこむわたしを連つれて、ごんべえは家を出る。

　玄げん関かんを出たとたんに、ごんべえがこう聞いてきた。

「この辺あたりで水みず辺べってどこかある？」

【水みず辺べ？】

「そう。市し民みんプールとか川とか」

【市し民みんプールよりも川のほうが近いよ】

「そうなのか。じゃあ、ナビよろしく」

　ごんべえはそういうと、鼻歌まじりで自転車にまたがった。




　焼やけつくような暑さは、わたしにも伝つたわる。

　今の状じょう態たいで感じられるのはごんべえ、つまりわたしの体をとおして伝つたわっている感かん覚かく。

　だから、だいぶマシだと思う。

　自転車をこぐ足の重さとか、肌はだに当たる風だとか。

　そういうのも、ごんべえをとおして感じるのだけれど、やっぱり生なまの体とは違ちがう。

　なんだか作りものの暑さや風が当たっているみたいだ。

　今日はのっとられている時間が長いせいで、わたし自身も落ち着いてきたのかもしれない。

　それに、さすがにのっとられるのも二度目ともなれば、こうして冷れい静せいに観かん察さつができる。

　ごんべえはいつもこんな思いをしていたんだね。

　わたしの中に閉とじこめられて、偽にせ物ものみたいな感かん覚かくというむなしさと、話せる相手がわたししかいないというさびしさ。

　これで居い心ごこ地ちがいいはずなんてない。

　そりゃあわたしをからかうことしか、楽しみなんてなくなるだろうな。

　早く出ていきたかっただろうに……。

　記き憶おくだって、早くとり戻もどしたいに決まっているのに。

　自分が何者かもわからず、わたしの中に閉とじこめられたままだなんて……。

　わたしの中に閉とじこめられることと、成仏することのいったい、なにが違ちがうんだろう。

　そう考えると、やっぱり成じょう仏ぶつするほうがいいに決まっている。

　ごんべえの家族だって、ごんべえが天てん国ごくにいけることをねがっているだろう。

　それなのにわたしは、自分がさびしいからというだけで、ごんべえをずっとここに閉とじこめようとしていた。

　わたしは最さい低ていだ。

　そう考えると、自し然ぜんと言葉に出ていた。

【昨日きのうのこと、ごめんね】

　わたしの謝しゃ罪ざいに、ごんべえはだまって自転車をこいでいる。

　それからしばらくして口を開いた。

「気にすんな」

【ありがと】

「なんだ。やけに素す直なおだな。雪でもふるんじゃねえか？」

【かもね】

　わたしの言葉に軽く笑わらってから、ごんべえはいう。

「おれのほうこそ、のっとってごめん」

【別べつにいいよ。もう二度目だし】

「でも、おれがあんたをのっとれる方ほう法ほうというか、エネルギーみたいなものがわかった気がする」

【なに？】

「おれの中の正せい義ぎ感かんみたいなものだ。それが強くなると、あんたをのっとることが可か能のうになる」

　そこでわたしは思い出す。

　音楽室のピアノをひく幽ゆう霊れいをたしかめに行こうとした時。

　のっとられたのは、ごんべえの正せい義ぎ感かんが強くはたらいたからだといわれると納なっ得とくできる。

【でも、今日は？】

「記き憶おくをとり戻もどすのは、おれがやらなきゃダメだっていう気持ちだな」

　ごんべえはそういってから、「なんか今日は、やけに頭の中がクリアなんだよ」と続つづけた。




　結けっ局きょく、川に着くまでわたしはごんべえにのっとられたままだった。

　それに関かんして怒いかりはない。

　恐きょう怖ふもまったく感じない。

　ただ、ごんべえや今までとり憑ついてきた幽ゆう霊れいたちがこんな気持ちだったのかと思うと胸むねが痛いたい。

　こんなに不ふ安あんでさびしいものだって、今までわからなかった自分が恥はずかしいとさえ思う。

　河かわ原らに来ると、ごんべえは自転車をとめた。

　そして、川のほうへ近づこうとするものの、足が動かなかった。

「怖こわい」

　ごんべえがぽつりとつぶやく。

　わたしの体がガタガタとふるえていた。
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　これは、わたしの恐きょう怖ふ心しんではない。

　ごんべえの恐きょう怖ふ心しんだ。

　わたしは泳ぎが得とく意いじゃないけれど、ここまで水が怖こわいわけじゃない。

　ふるえながら固かたまったように動かないわたしの体は、あきらかに水にトラウマがある人のそれだ。

　もう戻もどろう、無む理りはしないほうがいい。

　そういおうとして、ふと視し界かいのすみになにかが見えた。

　それは、新しめの立て看かん板ばんだった。

　そこにはこう書かれてある。

『水すい難なん事じ故こ発生。絶ぜっ対たいに泳がないでください』

　ここで水の事じ故こがあったんだ。

　しかもこの看かん板ばんの感じからすると、それほど前ではなさそうだ。

　そんなことを考えていると……。

　体が下に引ひっ張ぱられるような感かん覚かくがした。

　そして、わたしの体は元に戻もどった。

「ねえ、ごんべえ」

　そう話しかけても、返事がない。

「ごんべえ」

　やっぱり返事はない。

　そういえば、体がやけに軽い。

「ごんべえ？」

　何度、呼よびかけても、ごんべえが答えることはなかった。
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　タコ公園、カラオケ、中学校、アウトレットモール、商しょう店てん街がいのたこ焼き屋。

　わたしはごんべえと行ったあらゆるところを捜さがす。

　彼かれのすがたは見えないけれど、わたしが近づけばまたとり憑ついてくるかもしれない。

　そう思って歩きまわってみたものの、体は軽いままだった。

　オレンジ色の夕日が見えて、さすがにもう家に帰ろうと自転車にまたがる。

　もしかしたら、先に家に帰っているかもしれない。

　わたしは急いで自転車を走らせた。




　でも、家にもごんべえはいなかった。

　そもそも、ごんべえがまた戻もどってくるのかわからない。

　記き憶おくが戻もどって成じょう仏ぶつしてしまったのだろうか？

　それともたまたま波長が合った人にとり憑ついたのだろうか？

「うん、きっとふらっと戻もどってくるよ」

　そう自分にいい聞かせて、晩ばんごはんを作ろうとしても、テレビを観みようとしても、ついついぼんやりしてしまう。

　なにもやる気になれない。

　はあ、とため息を一つ。

　すると、ツナマヨが足元にすり寄よってきた。

「ツナちゃーん、マヨちゃーん」

　わたしは二匹ひきをいっぺんにだっこして、ほおをすりすりした。

　ひさびさにさわった二匹ひきの毛け並なみはつやつやで、いやされる。

「ねえ、ごんべえ。ツナマヨの毛け並なみ、すごくきれいでしょ」

　わたしはそこでハッとする。

　そうだ、ごんべえはいないんだった。

　とたんに気持ちがしぼんでいく。

　まさか、幽ゆう霊れいにここまで気持ちをみだされるとは思っていなかった。
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　ううん、わたしの中で、彼かれはただの幽ゆう霊れいなんかじゃない。

　ごんべえは、ごんべえだ。

　ほかの幽ゆう霊れいとは違ちがう。

　わたしはごんべえを、特とく別べつに思っている。

　その感かん情じょうがただの同どう情じょうなのか、それとも友ゆう情じょうなのかはわからないけど。

　わたしがあれこれと考えてうつむいていると。

　ツナが今度はわたしの背せ中なかに飛とびのってきて、マヨはわたしがだっこしたままの手を優やさしくなめてくれた。

　二匹ひきが喉のどをゴロゴロ鳴らして甘あまえてきてくれるのはうれしいのに、泣なきたい気持ちになっている。

　だって、一人足りないんだよ。

　ごんべえが、いない。

　そう思ったとたん、ほおをマヨにぺろりとなめられた。

　ツナが「にゃおん」と悲しそうな顔でわたしを見て鳴く。

　いつの間にか涙なみだが出ていて、わたしはそれをゴシゴシとこする。

　ツナマヨはまるで『どうしたの？　元気を出してよ』といっているかのようだ。

「そうだよね。泣ないてる場合じゃないね。いつもどおりにしなきゃね」

　わたしは一人、大きく首をたてにふる。

　まだわたしのやるべきことは終わっていない。

　ごんべえを最さい後ごまで見送るのが、わたしが彼かれにしてあげられる唯ゆい一いつのことだ。

「よし、くよくよしててもしょうがない」

　わたしはそう考えて、ささっと晩ばんごはんのチャーハンを作る。

　いつものくせで大おお盛もりを作ってしまった。

　でも憑つかれていない体では食べきれなかった。

　それからリビングのソファの上でスマホを操そう作さする。

　手当たりしだいに探さがさなくても、今日のあの川の看かん板ばんとごんべえの反はん応のう。

　あれは、ごんべえがあの川でおぼれたからだと思う。

　地ち域いきのニュースで水すい難なん事じ故こをメインに調べよう。

　すると、すぐにヒットした。

「……これって」

　わたしはスマホを握にぎりしめたまま、事じ件けんの記事に目をとおす。

　そして、そのままソファに倒たおれこんだ。

「……そんな」

　わたしがそうつぶやいた瞬しゅん間かん。

　背せ筋すじがぞくりとした。

　これは近くに幽ゆう霊れいがいる感かん覚かくだ。

　そしてすぐに体が重くなる。

「ごんべえ！　戻もどってきたの？」

【やっぱおれのこと、肉にく眼がんじゃ見えないのな】

「そうだよ。前にいったでしょ」

【さっきそこに立ってたけど、見けん当とう違ちがいなところ見てたし】

「ってゆーか、出ていったり戻もどったり、ごんべえはなにがしたいのよ」

　わたしはそういいながらも、思わず笑え顔がおになってしまう。

【ごんべえじゃない】

「えっ？」

【おれの名前は、東雲しののめ颯はやて】

「思い出したの!?」

【ああ。今日、川を見ただろ。その時に急に記き憶おくが一気に戻もどって、そしたらあんたからも出られて。それで急いで家族に会いに行った】

　ごんべえは一気にそうしゃべってから続つづける。

【なにもいわずに出ていって、ごめん】

「いいんだよ、そんなの」

　わたしは首を左右にふって、それからスマホに視し線せんを落としていう。

「じゃあ、やっぱり、ごんべえ……じゃない、東雲しののめくんが、川に流されていた五歳さいの男の子を助けようとして、おぼれたっていう……」

【調べたのか】

「さっき、過か去このニュース記事をさかのぼって知ったの。見落としてた」

　東雲しののめくんのニュースは死し亡ぼう記事ではなかった。

　だからわたしはこの記事をスルーしてしまっていたみたいで。

　なんでもっと早く気づけなかったんだろう。

【そうか……。ニュース記事、読んだのか。カッコ悪いだろ。助けようとして、おれがおぼれただなんて】

「カッコ悪くないよ。おぼれた男の子は、東雲しののめくんのおかげで岩につかまれて無ぶ事じに救きゅう出しゅつされたでしょ」

【偶ぐう然ぜんだ。泳ぎには自じ信しんがあるから、だなんて川に飛とびこむもんじゃねえな。もっといい対たい処しょの仕方があった】

　東雲しののめくんが、そういってため息をつく。

「でもえらいよ、人助けしてさ」

【ほめるな。気持ち悪い】

「うるさいな」

　わたしはそういって少しだけ笑わらう。

【記き憶おくも戻もどったし、家族の様子も自分の体も見られたし、今日は怒ど涛とうの一日だった】

　東雲しののめくんはそういうと【自分の体を自分で見るって衝しょう撃げきだった】と少しだけ興こう奮ふん気ぎ味みにつけくわえた。

　わたしはためらったものの、思い切ってこう口にする。

「東雲しののめくん、意い識しき不ふ明めいの重体、なんでしょ？」

【そう。もう二か月以い上じょうも意い識しきが戻もどってない。だけど、それも今日で終わり。心こころ残のこりはないから】

「でも、まだ東雲しののめくんは生きてるのに！」

【生きてるけど、生きられないんだよ。そう感じるんだよ……】

　東雲しののめくんの言葉に、わたしは胸むねがずきっと痛いたんだ。

　今まで成じょう仏ぶつしていった幽ゆう霊れいたちからも、成じょう仏ぶつが近いことは感じると聞いていた。

　じゃあ、東雲しののめくんも……？

【だけど、あんたにはさ、まだ礼もいってないなって思って】

「別べつにそんなのいいのに……。わたし、ここ最さい近きんは協きょう力りょく的てきじゃなかったでしょ。怒おこってたよね」

【あれは本当は、マズいと思ったから】

　東雲しののめくんは、まるでひとりごとのようにつぶやいて、さらに続つづける。

【あんたと一いっ緒しょにいると楽しいと思うようになってきたから。このままじゃマズいと思って、自分にイラッとした】

　東雲しののめくんはそこまでいうと、【変へんだよな】とつけくわえて笑わらう。

「そうだったんだ」

　初はじめて聞いた。

　まあ、そんなこというキャラじゃないか。

　そう思ったと同時に、東雲しののめくんとのお別わかれが近いことをわたしまで察さっしてしまう。

　これで最さい後ごだから、本音をいってくれるの？

　本当に最さい後ごなの……？

　悲しみをふり払はらうように、わたしは左右に首をふる。

「ううん。変へんじゃない。全ぜん然ぜん変へんじゃない。わたしも、東雲しののめくんと一いっ緒しょにいるの楽しんでたから」

【そうか。それなら、いいんだけど】

　わたしはこぶしをぐっとにぎって、それからいきおいをつけていう。

「今まで一人でも平気だと思ってた。でも東雲しののめくんと一いっ緒しょにいて、だれかといるってすてきだなあ、友だちっていいなあって思えたんだ……」

【じゃあ、友だち作らないとな】

「でも、わたしは……」

【本当はおれが一いっ緒しょにいたら、友だちになってやるんだけど】

　一いっ緒しょにいたら。

　その言葉に、鼻の奥おくがツンとした。

　きっと、東雲しののめくんにも伝つたわっただろう。

【なんだよ、泣なけるほどうれしいのかよ。それともおそい花か粉ふん症しょうか】

「どっちでもないよ。こういう体たい質しつだよ……」

【じゃあ、そういうことにしておいてやる】

　東雲しののめくんはいたずらっぽく笑わらってから続つづける。

【なあ、約やく束そくしてくれない？】

「なに？」

【一人でいるな。ちゃんと友だちを作れ】

「そんなに簡かん単たんにいわないでよ」

【あんたなら、絶ぜっ対たいに大だい丈じょう夫ぶだから】

「そうかなあ……」

【あんたは地味だけど、おれはけっこう、その、かわいいと思うし】

「いや、そういうフォローいらないから」

【へー。そのフォローに心しん拍ぱく数すうが上がっているようだが？】

「うるさい。これは、その、突とつ然ぜんの息切れよ！」

【大だい丈じょう夫ぶかよ】

　東雲しののめくんがひとしきり笑わらったところで、足元でにゃーと声がする。

　ツナとマヨがわたしを見ていた。

　わたしを見ているというよりは、わたしをとおして東雲しののめくんを見ているような瞳ひとみ。

　でも、二匹ひきの顔におびえた様子はなくて、目をキラキラと輝かがやかせて、遊んでよ、という表ひょう情じょうをしている。

　東雲しののめくんはおだやかな口調でいう。

【おれ、猫ねこって飼かったことがなくってさ】

「そうなんだ」

【こんなにかわいいんだな。初はじめて知った】

「うん、かわいいよ」

【本当は自分の手でツナマヨをだっこしたり、遊んだりしたかったんだけどな】

　わたしがなにもいえずにいると、東雲しののめくんはこう続つづける。

【それにおれが生きていられたら、あんたと本当に友だちになるのに】

「うん。いつものうす暗いあの場所で一いっ緒しょにお弁べん当とう食べたかった」

【ああ。買い物とかも付つき合あうしカラオケも行きたかったなあ】

　東雲しののめくんはそこまでいうと、こうつけくわえる。

【生身で、会いたかった】

「うん。本当に」

　わたしがそういった瞬しゅん間かん。

　体がすっと軽くなる。

　そして目の前にはくりっとした目が印いん象しょう的てきな、かがみごしに一度だけ出会った男の子が立っていた。

　とうとうこの時が来てしまった。

「そろそろ、みたいだ」

　先ほどまで脳のう内ないで聞こえていた声が、目の前の男の子から発せられる。

「成じょう仏ぶつするんだね」

「うん。天あま国くにのおかげだよ」

「わたしは、特とくになにもしてないけど」

「ああ、そうだな。まあ、でも」

　東雲しののめくんは照てれくさそうに続つづける。

「ありがと」

「ううん。いいの」

　わたしが首を横にふると、東雲しののめくんが口を開く。




「あのさ、おれ、やっぱりあんたのこと──」
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　そこで彼かれのすがたが急に消えた。

　まるで手品のように、本当に一いっ瞬しゅんで、東雲しののめくんはいなくなってしまった。

「なによ……途と中ちゅうまでいいかけて消えないでよ……どこまで意地悪なのよ……本当に……」

　わたしはそういいながら、ほおに伝つたう涙なみだを手の甲こうで乱らん暴ぼうにぬぐった。

　成じょう仏ぶつしてくれてうれしい。

　いつもは、そういう感かん情じょうしかないのに。

　今は、ただただ悲しい。

　生きていてほしかった。

　それで、仲なかよくなりたかった。

　もっと一いっ緒しょにいたかったのに。

　カラオケとか公園とか一いっ緒しょに行って遊びたかった。

　親おや子こ丼どんだって、いくらでも作ってあげたのに。

「なんで……なんで……幽ゆう霊れいなのよ……」

　わたしはソファに倒たおれこんだ。

　目を閉とじれば、さっきの東雲しののめくんのすがたがうかぶ。

　これじゃあ、忘わすれたくたって忘わすれられないよ……。
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　月曜日の朝。

　ろうかを歩いていると床ゆかになにかが落ちているのが見えた。

　ひろいあげてみるとそれは、ピンクと黒のストライプ柄がらのティッシュケース。

　だれかの落とし物かなあ。

「アリスのティッシュ、どこいったかなあ」

　その声にわたしはハッとする。

　神かん田だ川がわさんが教室から出てきて、辺あたりをキョロキョロ見回していたのだ。

　これ、神かん田だ川がわさんのか……。

　ひろうんじゃなかった。

　でも、さすがにまた床ゆかにおくわけにもいかない。

　さけられたり無む視しをされたりする覚かく悟ごで、神かん田だ川がわさんにいう。

「そこに、落ちていましたっ」

　ティッシュケースをサッと出す。

　ちらりと神かん田だ川がわさんを見ると、彼かの女じょはうつむいたまま「そっかー」とうけとった。

　それからさっさと教室へ戻もどっていく。

　よかった、ちゃんとうけとってくれた。

　そう思ってホッとしていると。

　神かん田だ川がわさんが立ち止まる。

　それから、わたしに背せをむけたままこういった。

「ありがとね、テンゴクさん」

　それだけいうと、神かん田だ川がわさんは自分の席せきへと戻もどっていった。

「ありがとね、テンゴクさん」。

　神かん田だ川がわさんの言葉に、胸むねがポカポカする。

　大だい丈じょう夫ぶ、わたしはきらわれているんじゃない。

　神かん田だ川がわさんはまだよそよそしいけれど。

　いつかまた元どおりに……。

　そう思って、こぶしをぐっとにぎる。

　このままの状じょう態たいですごしたくない！

　せっかく神かん田だ川がわさんとは仲なかよくなれそうだったのに、そのチャンスをつかまずにあきらめてしまうのはいやだ。

　なによりも、東雲しののめくんとの約やく束そくを守りたい。

　わたしは、前の席せきでスマホをいじっている神かん田だ川がわさんのうしろすがたを見る。

　そして深しん呼こ吸きゅうをしてから、いきおいをつけてこういった。

「神かん田だ川がわさんっ」

「えっ？　なに？」

　神かん田だ川がわさんがおどろいたような顔でふり返った。

　今までごんべえと口ゲンカばかりしていて、やけに声が大きくなってしまった。

　生身の人間とろくに話していない弊へい害がいがこんなところで！

　しかも、なにをいおうか考えていたはずなのに忘わすれてしまった。

　こういう時、ごんべえだったら【さすがポンコツ。期待を裏うら切ぎらないな】と笑わらうんだろう。

　そう考えるだけで、涙なみだが出そうになる。

「ねえ、テンゴクさん」

　神かん田だ川がわさんはそういうとピンと姿し勢せいを正して、それからこう続つづける。

「ごめんなさい」

「え、なに？　どうしたの？」

「だってアリス……。テンゴクさんに『キモい』とかいって、ずっと無む視ししちゃった……」

「それなら、わたしのほうが、ごめん」

「は？　なんでテンゴクさんがあやまるの!?」

「だって、神かん田だ川がわさんが怖こわがってる時に幽ゆう霊れいのことが平気なわたしが、もっとフォローすべきだったから」

　すると、神かん田だ川がわさんがぷっと吹ふきだした。

　それから肩かたをふるわせて笑わらい出す。

　え、なに？

　わたしが訳わけわからずにいると、神かん田だ川がわさんは「あー、おかしい」といいながら続つづける。

「テンゴクさん、そんなこと気にしてたの～？　アリスのほうがひどいことしたのに、それであやまるとか律りち義ぎー！」

　神かん田だ川がわさんはそこで言葉をきって、ひざにおいた手を見つめてつぶやく。

「テンゴクさんのそういうところ、いいと思う」

　わたしが口を開こうとすると、神かん田だ川がわさんは顔を上げてまじめな表ひょう情じょうでこういった。

「ねえ、アリスのことゆるしてくれるならさ、またこの学校の七なな不ふ思し議ぎ、一いっ緒しょに解かい明めいしてくれない？」

「えっ？」

「正直いうとね、目の前で人が消えた時はすっごく怖こわかった。でも、時間がすぎるとね、あの恐きょう怖ふをもう一度味わいたいって思っちゃうんだよねー」

　神かん田だ川がわさんはそういって照てれくさそうに笑わらう。

　強いなあ。

　神かん田だ川がわさんと七なな不ふ思し議ぎの解かい明めいか。

　七なな不ふ思し議ぎにあまり興きょう味みはわかないけれど、神かん田だ川がわさんと一いっ緒しょなら楽しいかも。

「ゆるすもなにも、一いっ緒しょにいてくれると心強いよ」

　わたしがにっこり笑わらうと、神かん田だ川がわさんも笑わらう。

　そこに、絶ぜつ妙みょうなタイミングで「あー、アリスー」とギャル二名がこちらへ来る。

　神かん田だ川がわさんの友だちだ。

　わたしは退たい散さんしよう、と思って席せきを立とうとした時。

　神かん田だ川がわさんが二人にこういった。

「ねーねー、リエにマミ、聞いてー！　今日からうちら三人と仲なかよくしてくれるテンゴクちゃんだよー」

　そんな紹しょう介かいをされたわたしは、おどろきで言葉も出なかった。

　わたしはうれしいけれど……。

　でも、神かん田だ川がわさんがよくても、この二人はわたしみたいなカテゴリーちがいを受け入れてくれるわけが……。

「ってゆーか、アリス。テンゴクちゃんじゃなくて、アマクニちゃんね」

　リエさんがそういった。

「え、リエ、なんの話？」

「『天てん国ごく』って漢字を書くけど、読みは『あまくに』なのよ」

　ありがとう、訂てい正せいしてくれて。

　そしてわたしなんかの苗みょう字じを覚おぼえていてくれただなんて、感動……。

「えー。今まで間ま違ちがってたのにテンゴクちゃん、なんで訂てい正せいしてくんないのー」

　神かん田だ川がわさんがほおをふくらませると、マミさんが彼かの女じょの肩かたにポンと手をのせていう。

「そういうのって訂てい正せいしづらいもんだから」

「そうそう。アリス、なんか妙みょうに圧あつあるからさあ」

　二人に笑わらわれながら、神かん田だ川がわさんも「圧あつってなによー」と笑わらう。

　その光こう景けいを見てわたしは思った。

　ああ、大だい丈じょう夫ぶ。

　この子たちとなら、うまくやっていけそうだ。

　そう思って、わたしは窓まどの外に視し線せんをむける。

　激しくふり出した雨が、色あざやかなあじさいをぬらしていた。




　お昼休みは神かん田だ川がわさんたちとすごした。

　ツナマヨの動画は「猫ねこ最さい高こう♡」「かわいいー！」「もふもふしたーい」と大だい好こう評ひょう。
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　そして放ほう課か後ごには、リエさんに声をかけられた。

「ねえねえ、これからみんなでカラオケ行くんだけど、天あま国くにちゃんもどう？」

　カラオケかあ。行きたいけれど。

　でも、ごんべえとのカラオケを思い出して泣なきそうだな……。

　今日は断ことわろうかなと思っていると。

「ねえ、天あま国くにちゃん。今日は午後から晴れるって天気予よ報ほうでいってたっけ？」

　そういって話に入ってきたのは、神かん田だ川がわさんだった。

「え？　さあ？　どうかなあ。スマホで調べたほうが確かく実じつじゃないかな？」

「なーんだ。天あま国くにちゃん、知ってるんじゃないんだー」

　神かん田だ川がわさんはそういうと、空を見上げてから続つづける。

「だって今日、天あま国くにちゃんって、ずっと空見てるんだもん。天気を気にしてるのかなーって思うじゃないー？」

「え、そうだった？」

　わたしが首をかしげると、リエさんは「確たしかに」とうなずく。

「えー。天気を気にするって、なにか大事な用事でもあるとかー？」

　神かん田だ川がわさんはそういってから「あっ！」と大きな声を出した。

「もしかしてー。デートとか～？」

　肩かたを指でつんつん突つついてくる神かん田だ川がわさんに、わたしは首を横にふる。

「デートじゃな……」

　そういったわたしの目の前に広がっているのは、雨がやんで明るくなりかけた空だった。

　無む意い識しきのうちに見上げていたらしい。

　たしかに、空を見上げる回数は増ふえた。

　それは、そこにごんべえがいるから。

「デートかあ。いいなー。天あま国くにちゃんってば恋こいする乙女おとめかー」

　神かん田だ川がわさんの言葉に、ハッとする。

　えっ、これって恋こいなの!?

　そう考えたとたん、今までのいろいろな感かん情じょうを思い出す。

　同どう情じょうでも友ゆう情じょうでもない、複ふく雑ざつなこの感かん情じょうの正体。

　恋こいだったんだ。

　ああ、そうだ。

　また空を見上げる。

　さっきまでの土ど砂しゃ降ぶりがうそのように、太陽が顔を出していた。

　そうだ、わたしは恋こいをしたんだ。

　ごんべえ、いや、東雲しののめ颯はやてくんに。

　いつからか彼かれへの気持ちが恋こいに変かわって、だからこんなにも辛つらいんだ。

「幽ゆう霊れいに恋こいって」

　わたしは少しだけ笑わらって、胸むねをおさえる。

　空にはきれいな虹にじがかかっていた。




　さようなら、わたしの初はつ恋こい。
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　それから一週間後。

　その日は朝から快かい晴せいで、教室に入るなりクラスメイトたちは「おはよー。溶とけるー」とかなんとかいっている。

　わたしはアリスたちと楽しくやっていた。

　わたしの友人三人……あらためて言葉にすると照てれくさいけれど。

　アリスもリエちゃんもマミちゃんも、まだ登校してきていない様子。

　わたしは自分の席せきでぼんやりと教室を見わたし、それから窓まどの外に視し線せんをむける。

「けっこう、勇ゆう気き出せたでしょ」

　そうつぶやいて空をながめた。

　雲一つない空にうかんだのは、東雲しののめくんの顔だった。

　もう二度と会えない。

　それは彼かれが成じょう仏ぶつした時、ううん、彼かれがわたしにとり憑ついた時から、決まっていたことだった。

　なんとか前をむいて進もうとしているのに、彼かれが成じょう仏ぶつしてから思い出さない日はない。

　さすがにこの世と天てん国ごくの遠えん距きょ離り恋れん愛あい、しかも片かた思おもいは辛つらい。

　いつか東雲しののめくんと天てん国ごくで会えるんだろうか。

　何十年かあとなのかな。

　わたしはぼんやりと空をながめて、はあとため息。

　すると、アリスが「玲れい香かー玲れい香かー、大たい変へん大たい変へん────！」とものすごいいきおいでこちらにやってきた。

「おはよう。どうしたの？」

「それがねー、すっごいの！　こういうのを奇き跡せきの生せい還かんっていうの？　よくわかんないけど、なんかもうアリスびっくりして、でも七なな不ふ思し議ぎじゃないからなーそれでもすごいの！」

「ちょっとアリス、落ち着いて！」

　わたしの言葉にアリスは息を整えてから、こういい直す。

「二組でね、川で溺おぼれた男の子がいたらしいの」

「え、うん」

　その言葉に胸むねが痛いたんだ。

　まさか東雲しののめくんのこと、じゃないよね。

「それでね、その男の子、ずっと意い識しき不ふ明めいの重体だったらしいんだけど」

　アリスはそこで言葉を切って、ごくりと唾つばを飲みこんで続つづける。

「今、隣となりのクラスにいるのー！」

　わたしはその言葉を聞いたとたんに、席せきを立つ。

　まさか。

　でも、もしかしたら！

　そう考えて、あわてて教室を飛とび出した。




　目の前には、人だかりができている。

　男子の集しゅう団だんが一人の男子をかこんでいるのが見えた。

「おわっ。生きてたのかお前！」

「生きてたよ。ってゆーか、メッセージ読んでないのか。退たい院いんしたってちゃんと送っただろ」

　やっぱり、聞き覚おぼえのある声だ。

　そう思って声のしたほうを見ても、男子たちがかべになって見えない。

「お前、川でおぼれてた男の子を助けたらしいな。すげーじゃん」

「それでおれがおぼれて死にかけて、入学式そうそう、入院してたんだけど」

「いやーでも、意い識しきが戻もどってよかったわー」

　その会話のやりとりに、心しん拍ぱく数すうが高まる。

　うそだよね、ありえない。

　そんなはずはない。

　だけど、もしかしたら、彼かれは……。

　そんなことを考えていたら、「ちょっとごめん」という声とともに、彼かれがこちらにむかって歩いてきた。

「やっぱり」

　そういってこちらを見ていたのは、東雲しののめくんだった。

　くりっとした目が特とく徴ちょう的てきな、中ちゅう性せい的てきで、ちょっと小こ柄がらな男子。
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　成じょう仏ぶつする前に見た東雲しののめくんのすがたそのままが、今、目の前にいる。

　幽ゆう霊れいとしてではなく、生身の人間として。

「東雲しののめくん！」

　そう叫さけんで、わたしは彼かれの体が本当にあるのかたしかめる。

　もともとなのか入院生活のせいか、細い体だけれど、ちゃんとここにいる。

　体温もとてもあたたかい……。

　って！

　わたしはいきおいよく東雲しののめくんからはなれる。

　東雲しののめくんの登場に、うれしすぎて思わず抱だきついてしまっていた。

　わたしと東雲しののめくんの周しゅう囲いから生せい徒とが引き、「いやあ仲なかよしだねえ」とか「そういう関かん係けい!?」とかヒソヒソ話も聞こえてくる。

　当の東雲しののめくんは、顔を真っ赤にしていた。

「ご、ごめん、東雲しののめくん」

「いいからちょっと来い」

　東雲しののめくんはそういうと、わたしのうでを引いて、そのまま空あき教室へにげこんだ。

　二人きりで教室にいることが、まるで夢ゆめのよう。

　東雲しののめくんが口を開く。

「おれ、成じょう仏ぶつしたんじゃなくて、幽ゆう体たいが体に完かん全ぜんに戻もどっただけらしい」

「それならいってよ！　教えてよ！」

「いや、でも連れん絡らく先さきとか知らんし……」

「でも生きててくれてよかったー！　てっきりもう会えないのかと……しかも同い年でとなりのクラスだったなんて！」

「あれ？　いわなかった？　入学してすぐに川で溺おぼれて入院したから、知らなくてもしょーがないと思うけど」

　東雲しののめくんはそういうと、ふいと横をむく。

　わたしは思考が追いつかなくて、うまく言葉が出てこない。

　だって、わたしはてっきり彼かれが死んじゃったとばかり……。

　でも、うれしい！

　本当に本当にうれしい！

　これからも、会える。

　わたしは舞まい上あがった気持ちのままでこう聞いてみる。

「じゃあ、友だちになってくれる？」

　東雲しののめくんはおどろいたような顔をしてから、口を開く。

「あのな、天あま国くに。よく聞くんだ。おれはあんたと友だちになる気はない」

「えええ……。なってくれるっていったじゃん」

「だから、そうじゃねえって」

　東雲しののめくんは「あーもう！」といってから、わたしの目をまっすぐ見てこういった。




「おれはあんたのことを友だちじゃなくて、彼かの女じょにしたいんだよ！」




「えっ、かの、えっ？」

「まあ、迷めい惑わくだったらべつに……」

　そういってそっぽをむく東雲しののめくんにいう。

「わたしも好すき！」

　東雲しののめくんは目を丸くして、それからにっこりと笑わらった。

「おれも好すきだよ、玲れい香か」

　その言葉が耳の奥おくで何度も何度もくり返された。

　目の前には東雲しののめくん。

　生きている。

　それだけじゃない。

　わたしのことを好すきだっていってくれている。

　なんて幸せなんだろう。
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　ああ、こんな時間が永えい遠えんに続つづけばいいのになあ。

　そう思った瞬しゅん間かん。

　体がずしっと重くなる。

【ちょっとー！　なにここ!?】

　脳のう内ないでひびく見知らぬ女子の声に、わたしは大きな大きなため息をついた。

　タイミング最さい悪あくっ！

　憑つかれるのって、本当に疲つかれるんだよ……。










[image: ]




　はじめまして。花はな千ち世よ子こです。

　この本を手にとってくださって、ありがとうございます！




　突とつ然ぜんですが、幽ゆう霊れいを見たことがありますか？

　わたしは、まだ見たことがありません。

　超ちょうが100個つくほどの怖こわがりな人間なので、幽ゆう霊れいに出会ったら、気き絶ぜつをする自じ信しんしかないのです……。

　そのわりには、眠ねむるとよく悪あく夢むを見ます。

　朝から、「生きてて良かった……」と思いながら目め覚ざめるのです。




　そんな怖こわがり（×100）でよく悪あく夢むにうなされるわたしは、ある日こう考えました。

　もし、幽ゆう霊れいが怖こわい存そん在ざいではなくて、おもしろい存そん在ざいだったら？

　そうしたら、とり憑つかれても日にち常じょう生せい活かつがホラーじゃなくて、コメディになっちゃうかもしれない！

　そんなふうに考えていたら、『とっとと成じょう仏ぶつしてください！』のお話が生まれたんです。

　玲れい香かのように、どこにでもいそうな中学生の女の子が、実は本当は幽ゆう霊れいに憑つかれやすい（しかも霊れい感かんはなし！）それってちょっとドキドキしませんか？

　だって、明日は我わが身かもしれない！　と思うと、体が重くなっただけで「憑つかれた？」なんて思っちゃいます。

　ちなみにわたしは、玲れい香かのように幽ゆう霊れいに憑つかれてもいないのに、いつもたくさん食たべ過すぎてしまうんです。

　もしかして既すでに幽ゆう霊れいにとり憑つかれてる……!?




　そんなふうに、とり憑つかれたように書いたお話なので、久しぶりに一から読み返したときに、飯いい田だ先せん輩ぱいと御手洗みたらい先せん輩ぱいが亡なくなっていたことがショックでした。

　自分で書いておいてショックというのも、おかしな話ですが……！

　だから、せめて最後はハッピーエンドにしよう、と心に決めました。

　実は颯はやてはまだ意い識しき不ふ明めいのままで、目め覚ざめて玲れい香かの元に戻もどってくる。

　そんな最さい後ごの怒ど涛とうの展てん開かいに、驚おどろいて喜よろこんでくれると、わたしとしてはとってもうれしいなあと思います。

　無ぶ事じに両想いとなった玲れい香かと颯はやてはこの先……ああ、これ以い上じょうはお口にチャックでした！




　こんなに毎日をのほほんと生きている自分が、まさか幽ゆう霊れいに関かかわるお話を書くとは思いませんでした。

　しかも、その小しょう説せつで「第１回ポプラキミノベル小しょう説せつ大たい賞しょうのファンタジー・ミステリー部門」で大たい賞しょうをいただいちゃうなんて……。

　人生、本当に何が起こるかわからないものです。

　ちなみに、大たい賞しょうを受じゅ賞しょうしたことを知ったとき、まさに晩ばんご飯の支し度たくをしていたところでして。

　おどろきのあまり、きんぴらごぼうの入ったお皿を落とすところでした。

　とてつもなくうれしいと、人って思考が追いつかなくなるんですね！

　もっと花はな千ち世よ子こという人を驚おどろかせてみよう、と思ったら、ファンレターを送ってくださると飛とびあがって喜よろこびます！

　喜よろこびのあまり、二、三枚はお皿を割わってしまうと思います。




　こうして、初はじめて自分の小しょう説せつを出しゅっ版ぱんをするという作業をしたのですが、すべてがとても楽しかったです。

　常にとても優やさしく丁てい寧ねいなお仕事をしてくださる担たん当とう様さま。

　スキップしたくなるようなかわいいイラストを描かいてくださった海うみばたり様さま。

　作家デビューという輝かがやかしいチャンスを与えてくださったポプラキミノベルの皆みな様さま。

　コンテストを開かい催さいしてくださったエブリスタ様さま。

　そして、この本を手に取ってくださった皆みな様さま。

　本当に本当にありがとうございました！




　それでは、またお会いできることを心から楽しみにしています。





花はな千ち世よ子こ










作／花千世子（はなちよこ）




愛知県出身。第１回キミノベル小説大賞ファンタジー・ミステリー部門〈大賞〉を受賞。受賞作を改題、改稿した本作が初の著書となる。特技は猫を遊ばせることとカフェオレの早飲み。（良い子はマネしないでね！）







絵／海ばたり（うみばたり）




宮城県出身のイラストレーター。ＭＶやグッズ用イラストを中心に手がける。かわいいものと少年を描くのが好き。最近のマイブームは乳酸菌飲料を飲むこと。







この作品は、小説投稿サイト『エブリスタ』の投稿作品に加筆・修正を加えたものです。









とっとと成じょう仏ぶつしてください！

①憑つかれて疲つかれてもう、サイアク!?

２０２２年７月13日　発行





　　　作　花千世子

　　　絵　海ばたり
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発行所　株式会社ポプラ社
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